
あなたの夢、描いたつづきは掛川で。
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6月12日　桜木こどもの森幼年消防クラブ結成式
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平
成
25
年
9
月
7
日
、
第
32
回
夏
季
五

輪
の
開
催
地
が
東
京
都
に
決
定
し
ま
し
た
。

東
京
で
の
開
催
は
、
昭
和
39
年
以
来
56
年

ぶ
り
。
同
一
都
市
に
よ
る
複
数
回
開
催
は

ア
ジ
ア
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

で
開
催
さ
れ
る
夏
季
五
輪
は
、
平
成
20
年

の
北
京
五
輪
以
来
12
年
（
3
大
会
）
ぶ
り

4
回
目
。
日
本
で
の
五
輪
開
催
は
夏
季
・

冬
季
合
わ
せ
て
、
平
成
10
年
の
長
野
五
輪

以
来
22
年
ぶ
り
4
回
目
で
す
。

東
京
2
0
2
0
五
輪
の
開
催
日
程
と
競
技
数

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

7
月
24
日
㈮
〜
8
月
9
日
㈰

33
競
技
3
3
9
種
目

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

8
月
25
日
㈫
〜
9
月
6
日
㈰

22
競
技
5
3
9
種
目

競
技
会
場

都
心
を
中
心
と
し
た
2
つ
の
ゾ
ー
ン
で

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
（
サ
ッ
カ
ー
、
自

転
車
な
ど
の
一
部
競
技
は
、
東
京
都
外
で

の
開
催
）

①
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
ゾ
ー
ン

令
和
2
年
春
完
成
予
定
の
新
国
立
競
技

場
を
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
、
昭
和
39
年

大
会
で
も
使
用
さ
れ
た
代
々
木
競
技
場
や

日
本
武
道
館
な
ど
過
去
の
遺
産
を
生
か
し

た
ゾ
ー
ン

②
東
京
ベ
イ
ゾ
ー
ン

有
明
・
お
台
場
・
夢
の
島
・
海
の
森
な

ど
東
京
湾
に
面
し
た
ゾ
ー
ン

　

東
京
2
0
2
0
五
輪
聖
火
リ
レ
ー

五
輪
聖
火
は
、
平
和
や
希
望
の
象
徴
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
・
オ
リ
ン
ピ
ア
の
太
陽
光
か
ら
採

火
さ
れ
た
聖
火
は
、
多
く
の
方
の
リ
レ
ー
に

よ
り
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
運
ば
れ
、
開

会
式
で
聖
火
台
に
灯
さ
れ
ま
す
。

　「
H
o
p
e

　L
i
g
h
t
s

　O
u
r

　W
a
y
／
希
望
の
道
を
、
つ
な
ご
う
」
。

今
大
会
の
聖
火
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
支
え
合

い
、
認
め
合
い
、
高
め
合
う
心
で
つ
な
ぐ
聖

火
の
光
が
、
新
し
い
時
代
の
日
の
出
と
な
り
、

人
々
に
希
望
の
道
を
照
ら
し
出
し
ま
す
。

日
程
は
令
和
2
年
3
月
26
日
〜
7
月
24
日

の
1
2
1
日
間
（
移
動
日
含
む
）
。
約
1
万

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
47
都
道
府
県
8
5
7
の
市

区
町
村
を
巡
り
ま
す
。

静岡県で開催される競技
　

都心を中心とした2つの競技ゾーン

 種目 開催場所

トラック・レース（オ/パ）

マウンテンバイク（オ/パ）

ロードレース（ゴール）（オ）
ロードレース（スタート/ゴー
ル）（パ）
個人タイムトライアル（オ/パ）
チームリレー（パ）

伊豆ベロドローム
（伊豆市）　

伊豆MTBコース
（伊豆市）

富士スピードウェイ
（小山町）

（オ）オリンピック　（パ）パラリンピック

磐田市

浜松市中区

北区 掛
川
市袋

井
市

島
田
市

藤
枝
市

静
岡
市
葵
区

清
水
区

富
士
宮
市 富

士
市

伊
豆
市焼

津
市

下田市

伊豆の
国市

三島市
長泉町

小山町
御殿場市

6月24日
出発地
湖西市内

同26日
出発地
伊東市内

6月24日
到着地

駿府城公園

同25日
出発地

牧之原市内

同25日
到着地
プラサ
ヴェルデ

同26日
到着地

富士山本宮浅間大社
6月24日
令和2年

同25日
同26日

静岡県内の
聖火リレー通過市町

N掛
川
市
は
6
月
24
日
通
過

静
岡
県
は
41
番
目
の
都
道
府
県
と
し
て
、

宮
城
県
か
ら
聖
火
を
受
け
継
ぎ
、
6
月
24
日

〜
26
日
に
約
2
4
0
人
の
走
者
が
リ
レ
ー
を

行
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
地
点
は
湖
西
市
。
西

か
ら
東
に
進
み
、
浜
名
湖
や
茶
畑
、
富
士
山

な
ど
を
巡
る
22
市
町
通
過
の
ル
ー
ト
で
、
掛

川
市
は
初
日
に
通
過
し
ま
す
。
ル
ー
ト
の
詳

細
は
年
末
ま
で
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

県
で
は
66
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
。
応
募

期
間
は
7
月
1
日
〜
8
月
31
日
ま
で
。
募
集

要
項
な
ど
の
詳
細
は
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

県
以
外
に
も
協
賛
4
社
が
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン

ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ミライトワ（左）とソメイティ

市
と
親
交
の
深
い
台
湾
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う
　

つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト
彩
の
郷
は
、
か
つ
て

多
目
的
広
場
が
日
本
五
輪
委
員
会
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
外

か
ら
多
く
の
競
技
者
を
受
け
入
れ
て
競
技

会
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
を
数
多
く
開
催

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
の
メ
ッ
カ
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
、
28
年
の
夏
に
は
台
湾
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
協
会
の
代
表
選
手
が
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
合
宿
で
滞
在
し
、
日
本
代
表
選
手
と

の
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
か
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
市
民
体
験
会
で
掛
川

市
民
が
台
湾
代
表
選
手
と
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

台
湾
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
と
市
は
、
平

成
30
年
1
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
実
施
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
東
京
五

輪
で
の
出
場
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
台
湾

代
表
チ
ー
ム
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

昭和39年東京五輪に係わる
資料を集めています。

市は、昭和39年東京五輪にまつわ
る掛川市ゆかりの写真や資料、エピ
ソードなどを探しています。お持ち
の方、心当たりの方は下記までご連
絡ください。提供方法などは相談に
応じます。
資料が集まった場合、東京2020五
輪関係の展示などで使用させていた
だく場合があります。
ぜひご協力をお願いします。

集めているもの
　市内の聖火リレー、市民の他市で
のリレー出走、市出身選手の競技参
加などに係わる写真や資料、エピ
ソードなど。

連絡先
スポーツ振興課　☎21-1159
FAX　21-1165
メール　japan2019tokyo2020@city.
kakegawa.shizuoka.jp

沼
津
市

裾野市
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東京湾

東京ベイゾーン

ヘリテッジゾーン

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
ま
で
あ
と
1
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
「
五
輪
」
）
の
概
要
と
、
気
に
な
る
聖
火
リ
レ
ー
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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（
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1
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5
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▲掛川市役所で覚書を交わした松井市長（右）と台湾アーチェ
　リー協会副理事長の邱さん

6月24日
掛川通過
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山
﨑
千
三
郎
（
十
王
）

１
８
５
６
年
生
ま
れ
。

15
歳
で
家
督
を
継
ぎ
８

代
目
と
な
る
。
金
融
、

財
産
・
生
活
・
都
市
交

通
の
基
盤
整
備
な
ど
功

績
は
多
岐
に
渡
る
。
大

井
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
や
、
東
海
道
鉄
道
の
誘
致

活
動
に
尽
力
。

山
﨑
覚
次
郎

１
８
６
８
年
生
ま
れ
。

千
三
郎
の
甥
。

東
京
帝
国
大
学
の
教
授

と
な
り
、
銀
行
や
貨
幣

の
役
割
、
金
融
の
研
究

の
基
礎
を
築
い
た
。

 

の
生
涯

　
天
保
11
年
（
１
８
４
０
年
）
２
月
、
現

在
の
埼
玉
県
深
谷
市
の
農
家
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
一
橋
慶
喜
に
仕
え
、
家
政
改
善
に

尽
力
。
慶
喜
の
徳
川
家
第
15
代
将
軍
就
任

と
同
時
に
幕
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
、
静
岡
藩
に
商
社
と
銀
行

を
併
せ
た
「
商
法
会
所
」
を
設
立
。
商
人

に
資
金
を
貸
し
付
け
、
茶
な
ど
の
特
産
品

を
販
売
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

「
静
岡
茶
の
礎
を
築
い
た
１
人
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
な
ど

で
国
づ
く
り
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

　
明
治
６
年
に
大
蔵
省
を
辞
し
、
日
本
で

最
初
の
銀
行
「
第
一
国
立
銀
行
（
現
在
の

み
ず
ほ
銀
行
）
」
の
総
監
役
に
就
任
。
株

式
組
織
の
企
業
の
創
設
・
育
成
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
説

き
続
け
、
５
０
０
以
上
の
企
業
に
関
与
し

ま
し
た
。

　
大
正
６
年
に
同
銀
行
の
頭
取
を
辞
職
し
、

昭
和
６
年
11
月
11
日
、
91
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。

 

創
立
を
山
﨑
家
（
松
ヶ

 

岡
）
と
政
府
に
懇
願

　
明
治
28
年
12
月
27
日
、
山
﨑
千
三
郎
を

中
心
に
、
掛
川
と
二
俣
を
結
ぶ
軽
便
鉄
道

で
あ
る
掛
川
鉄
道
の
創
立
願
い
を
逓
信
大

臣
に
提
出
。
発
起
人
の
１
人
と
な
り
、
一

万
株
の
う
ち
、
２
０
０
株
を
渋
沢
、
６
０

０
株
を
千
三
郎
、
１
０
０
株
を
覚
次
郎
が

引
き
受
け
ま
し
た
。

新1万円札の顔

渋
沢
栄
一
と
掛
川
ゆ
か
り
の
偉
人

　報
徳
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
日
本
経
済
や
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
駆
け
回
っ
た

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
渋
沢
栄
一
。
掛
川
に
も
深
い
関
係
を
築
い
た
偉
人
た
ち
が
存
在
し
ま
し
た
。

　渋
沢
と
掛
川
ゆ
か
り
の
偉
人
が
残
し
た
功
績
と
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

河
井
重
蔵
（
上
張
）

１
８
５
４
年
生
ま
れ
。
県

議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員

を
務
め
、
山
林
問
題
や
食

糧
問
題
、
東
海
道
鉄
道
の

誘
致
活
動
に
尽
力
。

河
井
弥
八

１
８
７
７
年
生
ま
れ
。
重

蔵
の
長
男
。
宮
内
省
入
り

し
、
侍
従
次
長
兼
皇
后
宮

大
夫
と
な
る
。
そ
の
後
貴

族
院
、
参
議
院
議
員
を
務

め
た
。
終
戦
前
後
の
食
糧

不
足
を
懸
念
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
多
収
穫
栽
培
法
を
普
及
。

渋沢栄一
写真：国立国会図書館

　　　

松
本
亀
次
郎
（
上
土
方
嶺
向
）

１
８
６
６
年
生
ま
れ
。
小

学
校
校
長
か
ら
師
範
学
校

教
授
を
経
て
、
明
治
時
代

の
中
ご
ろ
、
中
国
人
留
学

生
教
育
の
道
へ
転
身
。
亀

次
郎
の
教
育
を
受
け
た
留
学
生
の
中
に
は
、
文
豪
の

魯
迅
や
中
国
初
代
首
相
を
務
め
た
周
恩
来
な
ど
、
中

国
の
発
展
を
支
え
た
人
材
も
多
い
。

 

の
復
興
支
援
を
河

 

井
家
に
依
頼

　
河
井
家
文
書
に
渋
沢
か
ら
重
蔵
と
弥
八

に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
８
通
ほ
ど
残
っ
て

い
ま
す
。
関
東
大
震
災
後
（
大
正
12
年
）

の
書
状
で
は
、
復
興
の
寄
付
の
依
頼
や
祭

祀
堂
建
設
な
ど
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

書
状
か
ら
は
、
単
に
寄
付
を
依
頼
す
る
だ

け
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
年
下

の
弥
八
に
も
敬
意
を
持
っ
て
接
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

の「
道
徳
と
経
済
」、渋 

 

沢
の「
論
語
と
算
盤
」

　
渋
沢
の
有
名
な
著
書
に
「
論
語
と
算

盤
」
が
あ
り
ま
す
。
論
語
は
「
経
済
理

念
」
、
算
盤
は
「
利
益
」
と
い
う
意
味
で
、

「
相
互
を
両
立
さ
せ
て
経
済
を
発
展
さ
せ

る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
二
宮
尊
徳
の
影

二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）

１
７
８
７
年
小
田
原
市
の

農
家
に
生
ま
れ
た
農
村
改

革
指
導
者
。
勉
学
に
励
み
、

惜
し
み
な
く
働
き
、
復
興

を
手
掛
け
た
農
村
は
６
０

０
以
上
。

　
尊
徳
の
教
え
「
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
」
の
精

神
は
、
大
日
本
報
徳
社
の
あ
る
こ
こ
掛
川
で
、
今
で
も

市
民
に
根
付
い
て
い
る
。

そ
ろ
ば
ん

　
　

と
う

さ
い

し

ど
う

あ

渋
沢
栄
一

掛
川
鉄
道

問 社会教育課
（☎21-1158）

関
東
大
震
災

二
宮
尊
徳

中
国
人
留
学
生

 

を
松
本
亀
次
郎 

 

と
支
援

　
大
正
４
年
、
松
本
亀
次
郎
が
私
財
を
投

じ
て
日
華
同
人
共
立
東
亜
高
等
予
備
学
校

を
設
立
。
渋
沢
も
寄
付
金
募
集
に
尽
力
し
、

自
身
も
多
額
な
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。
渋

沢
は
大
正
９
年
に
中
国
人
留
学
生
の
支
援

組
織
「
日
華
学
会
」
の
会
長
に
就
任
。
そ

の
後
顧
問
と
な
り
ま
す
。
大
正
14
年
以
降
、

関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
同
予
備
学
校
の

経
営
を
日
華
学
会
が
担
い
、
亀
次
郎
は
教

頭
を
務
め
ま
し
た
。

　
中
国
人
留
学
生
支
援
で
渋
沢
と
亀
次
郎

の
関
係
は
深
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

響
を
受
け
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
道
徳
と
経
済
の
両

立
」
と
い
う
報
徳
の

教
え
が
渋
沢
の
思
想

の
基
に
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

偉人を訪ねて ...
●松ヶ岡（山﨑家）一般公開（南西郷 838）
　毎月第 4土曜日　午前 10時～午後 3時　
　入場無料
●河井弥八記念館（上張 192-1・☎23-0324）
　土・日曜日　午前 10時～午後 3時　
　入館無料
●松本亀次郎と周恩来ろう人形展示
　大東図書館 2階「郷土ゆかりの部屋」(大坂 7152・☎72-1143）
　月曜日休館　午前 9時～午後 5時（木曜日は午後 7時まで）
　観覧無料
●大日本報徳社（掛川 1176・☎22-3016）
　祝祭日休館　午前 9時～午後 4時　
　入場 200 円・中学生以下無料

大日本報徳社の
「道徳門」と「経済門」

ろ
じ
ん

し
ゅ
う
お
ん
ら
い

て
い
し
ん
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山
﨑
千
三
郎
（
十
王
）

１
８
５
６
年
生
ま
れ
。

15
歳
で
家
督
を
継
ぎ
８

代
目
と
な
る
。
金
融
、

財
産
・
生
活
・
都
市
交

通
の
基
盤
整
備
な
ど
功

績
は
多
岐
に
渡
る
。
大

井
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
や
、
東
海
道
鉄
道
の
誘
致

活
動
に
尽
力
。

山
﨑
覚
次
郎

１
８
６
８
年
生
ま
れ
。

千
三
郎
の
甥
。

東
京
帝
国
大
学
の
教
授

と
な
り
、
銀
行
や
貨
幣

の
役
割
、
金
融
の
研
究

の
基
礎
を
築
い
た
。

 

の
生
涯

　
天
保
11
年
（
１
８
４
０
年
）
２
月
、
現

在
の
埼
玉
県
深
谷
市
の
農
家
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
一
橋
慶
喜
に
仕
え
、
家
政
改
善
に

尽
力
。
慶
喜
の
徳
川
家
第
15
代
将
軍
就
任

と
同
時
に
幕
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
、
静
岡
藩
に
商
社
と
銀
行

を
併
せ
た
「
商
法
会
所
」
を
設
立
。
商
人

に
資
金
を
貸
し
付
け
、
茶
な
ど
の
特
産
品

を
販
売
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

「
静
岡
茶
の
礎
を
築
い
た
１
人
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
な
ど

で
国
づ
く
り
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

　
明
治
６
年
に
大
蔵
省
を
辞
し
、
日
本
で

最
初
の
銀
行
「
第
一
国
立
銀
行
（
現
在
の

み
ず
ほ
銀
行
）
」
の
総
監
役
に
就
任
。
株

式
組
織
の
企
業
の
創
設
・
育
成
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
説

き
続
け
、
５
０
０
以
上
の
企
業
に
関
与
し

ま
し
た
。

　
大
正
６
年
に
同
銀
行
の
頭
取
を
辞
職
し
、

昭
和
６
年
11
月
11
日
、
91
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。

 

創
立
を
山
﨑
家
（
松
ヶ

 

岡
）
と
政
府
に
懇
願

　
明
治
28
年
12
月
27
日
、
山
﨑
千
三
郎
を

中
心
に
、
掛
川
と
二
俣
を
結
ぶ
軽
便
鉄
道

で
あ
る
掛
川
鉄
道
の
創
立
願
い
を
逓
信
大

臣
に
提
出
。
発
起
人
の
１
人
と
な
り
、
一

万
株
の
う
ち
、
２
０
０
株
を
渋
沢
、
６
０

０
株
を
千
三
郎
、
１
０
０
株
を
覚
次
郎
が

引
き
受
け
ま
し
た
。

新1万円札の顔

渋
沢
栄
一
と
掛
川
ゆ
か
り
の
偉
人

　報
徳
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
日
本
経
済
や
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
駆
け
回
っ
た

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
渋
沢
栄
一
。
掛
川
に
も
深
い
関
係
を
築
い
た
偉
人
た
ち
が
存
在
し
ま
し
た
。

　渋
沢
と
掛
川
ゆ
か
り
の
偉
人
が
残
し
た
功
績
と
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

河
井
重
蔵
（
上
張
）

１
８
５
４
年
生
ま
れ
。
県

議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員

を
務
め
、
山
林
問
題
や
食

糧
問
題
、
東
海
道
鉄
道
の

誘
致
活
動
に
尽
力
。

河
井
弥
八

１
８
７
７
年
生
ま
れ
。
重

蔵
の
長
男
。
宮
内
省
入
り

し
、
侍
従
次
長
兼
皇
后
宮

大
夫
と
な
る
。
そ
の
後
貴

族
院
、
参
議
院
議
員
を
務

め
た
。
終
戦
前
後
の
食
糧

不
足
を
懸
念
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
多
収
穫
栽
培
法
を
普
及
。

渋沢栄一
写真：国立国会図書館

　　　

松
本
亀
次
郎
（
上
土
方
嶺
向
）

１
８
６
６
年
生
ま
れ
。
小

学
校
校
長
か
ら
師
範
学
校

教
授
を
経
て
、
明
治
時
代

の
中
ご
ろ
、
中
国
人
留
学

生
教
育
の
道
へ
転
身
。
亀

次
郎
の
教
育
を
受
け
た
留
学
生
の
中
に
は
、
文
豪
の

魯
迅
や
中
国
初
代
首
相
を
務
め
た
周
恩
来
な
ど
、
中

国
の
発
展
を
支
え
た
人
材
も
多
い
。

 

の
復
興
支
援
を
河

 

井
家
に
依
頼

　
河
井
家
文
書
に
渋
沢
か
ら
重
蔵
と
弥
八

に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
８
通
ほ
ど
残
っ
て

い
ま
す
。
関
東
大
震
災
後
（
大
正
12
年
）

の
書
状
で
は
、
復
興
の
寄
付
の
依
頼
や
祭

祀
堂
建
設
な
ど
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

書
状
か
ら
は
、
単
に
寄
付
を
依
頼
す
る
だ

け
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
年
下

の
弥
八
に
も
敬
意
を
持
っ
て
接
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

の「
道
徳
と
経
済
」、渋 

 

沢
の「
論
語
と
算
盤
」

　
渋
沢
の
有
名
な
著
書
に
「
論
語
と
算

盤
」
が
あ
り
ま
す
。
論
語
は
「
経
済
理

念
」
、
算
盤
は
「
利
益
」
と
い
う
意
味
で
、

「
相
互
を
両
立
さ
せ
て
経
済
を
発
展
さ
せ

る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
二
宮
尊
徳
の
影

二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）

１
７
８
７
年
小
田
原
市
の

農
家
に
生
ま
れ
た
農
村
改

革
指
導
者
。
勉
学
に
励
み
、

惜
し
み
な
く
働
き
、
復
興

を
手
掛
け
た
農
村
は
６
０

０
以
上
。

　
尊
徳
の
教
え
「
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
」
の
精

神
は
、
大
日
本
報
徳
社
の
あ
る
こ
こ
掛
川
で
、
今
で
も

市
民
に
根
付
い
て
い
る
。

そ
ろ
ば
ん

　
　

と
う

さ
い

し

ど
う

あ

渋
沢
栄
一

掛
川
鉄
道

問 社会教育課
（☎21-1158）

関
東
大
震
災

二
宮
尊
徳

中
国
人
留
学
生

 

を
松
本
亀
次
郎 

 

と
支
援

　
大
正
４
年
、
松
本
亀
次
郎
が
私
財
を
投

じ
て
日
華
同
人
共
立
東
亜
高
等
予
備
学
校

を
設
立
。
渋
沢
も
寄
付
金
募
集
に
尽
力
し
、

自
身
も
多
額
な
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。
渋

沢
は
大
正
９
年
に
中
国
人
留
学
生
の
支
援

組
織
「
日
華
学
会
」
の
会
長
に
就
任
。
そ

の
後
顧
問
と
な
り
ま
す
。
大
正
14
年
以
降
、

関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
同
予
備
学
校
の

経
営
を
日
華
学
会
が
担
い
、
亀
次
郎
は
教

頭
を
務
め
ま
し
た
。

　
中
国
人
留
学
生
支
援
で
渋
沢
と
亀
次
郎

の
関
係
は
深
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

響
を
受
け
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
道
徳
と
経
済
の
両

立
」
と
い
う
報
徳
の

教
え
が
渋
沢
の
思
想

の
基
に
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

偉人を訪ねて ...
●松ヶ岡（山﨑家）一般公開（南西郷 838）
　毎月第 4土曜日　午前 10時～午後 3時　
　入場無料
●河井弥八記念館（上張 192-1・☎23-0324）
　土・日曜日　午前 10時～午後 3時　
　入館無料
●松本亀次郎と周恩来ろう人形展示
　大東図書館 2階「郷土ゆかりの部屋」(大坂 7152・☎72-1143）
　月曜日休館　午前 9時～午後 5時（木曜日は午後 7時まで）
　観覧無料
●大日本報徳社（掛川 1176・☎22-3016）
　祝祭日休館　午前 9時～午後 4時　
　入場 200 円・中学生以下無料

大日本報徳社の
「道徳門」と「経済門」

ろ
じ
ん

し
ゅ
う
お
ん
ら
い

て
い
し
ん
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現
在
流
通
し
て
い
る
搾
油
機
は

海
外
製
が
多
く
、
大
型
で
、
数
十

㌔
の
オ
リ
ー
ブ
を
投
入
し
な
い
と

作
動
し
な
い
シ
ス
テ
ム
。
産
地
化

に
向
け
取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り

の
掛
川
市
で
は
扱
い
が
難
し
く
、

小
規
模
農
園
や
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫

体
験
が
で
き
る
農
園
な
ど
、
収
穫

量
が
少
量
で
も
搾
油
で
き
る
小
型

搾
油
機
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

契
約
締
結
後
の
4
月
17
日
、
生

徒
6
人
は
同
社
総
務
部
課
長
の
石

川
弘
高
さ
ん
と
市
担
当
者
の
授
業

を
受
講
。
石
川
さ
ん
か
ら
は
も
の

づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
や
特
許
を
、
市

職
員
か
ら
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
教
わ
り
ま
し
た
。

6
月
4
日
に
は
同
社
で
1
回
目

の
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
、

前
回
の
授
業
を
基
に
ア
イ
デ
ア
を

詰
め
込
ん
だ
図
面
を
提
出
。
石
川

さ
ん
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
鋭
い
指
摘
が
さ
れ
、
設
計
時
に

は
想
像
で
き
な
か
っ
た
問
題
点
や
、

材
料
・
加
工
方
法
を
設
計
の
段
階

で
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。
生
徒
ら
は
次
回
に
向
け
、

修
正
を
加
え
た
り
、
複
数
の
機
械

を
考
案
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。

市は4月11日、産地化を進めるオリーブの普及を図るため、掛川工業高校機械科3年
生の生徒6人と茶業機械メーカーのカワサキ機工㈱と市は、協働プロジェクト契約を締
結。子どもやお年寄りでも気軽に搾油できる機械の開発を目指し動き始めました。

老舗・茶業機械メーカー　　　　　　 技術者の卵

匠のノウハウ × 若い発想力

掛川工業高校・カワサキ機工㈱・市がタッグ
オリーブ搾油機協働開発プロジェクト始動

も
の
づ
く
り
の
基
本
は

よ
り
良
い
物
を
目
指
す
心
意
気

生
徒
た
ち
は
み
ん
な
真
面
目
で
や

る
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
「
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
使
え
る
搾
油
機
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
正
確
に
伝

わ
っ
て
い
て
、
し
っ
か
り
勉
強
し
、

調
査
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ

ま
す
。
何
よ
り
、
も
の
づ
く
り
の
面

白
さ
に
気
付
き
、
感
じ
な
が
ら
作
業

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
で
き
る
限

り
の
協
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

模
倣
は
だ
め
で
す
が
、
今
あ
る
物

を
し
っ
か
り
研
究
し
、
も
っ
と
良
く

す
る
た
め
に
何
を
し
た
ら
い
い
か
考

え
な
が
ら
進
め
れ
ば
、
き
っ
と
良
い

物
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
機
械
が
で
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
最
後
に
彼
ら
が
達

成
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
共
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

カワサキ機工㈱
社長　川﨑洋助さん

同総務部
課長　石川弘高さん
　

掛
川
西
高
校
理
数
科
3
年
生
で
自
然
科

学
部
の
岡
本
優
真
さ
ん
（
菊
川
市
）
と
塚

本
颯
さ
ん
（
藤
枝
市
）
が
、
5
月
に
ア
メ

リ
カ
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
行
わ
れ
た
「
イ
ン
テ

ル
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」
の
動
物

科
学
部
門
で
優
秀
賞
2
等
と
、
日
本
人
初

と
な
る
特
別
賞
「
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
昭
和
25
年
か
ら
続
く

「
科
学
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
、
世
界
80

の
国
と
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
1
8
4
2

人
の
学
生
に
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。

2
人
は
、
鳥
が
羽
ば
た
く
際
に
大
気
中

に
飛
散
さ
せ
る
環
境
D
N
A
に
着
目
し
、

D
N
A
を
検
出
す
る
こ
と
で
フ
ク
ロ
ウ
の

生
息
域
を
調
査
。
昨
年
の
「
高
校
生
科
学

技
術
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
最
高
賞
を
受
賞

し
、
日
本
代
表
と
し
て
国
際
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
発
表
で
は
、
英
語
で
作
っ

た
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
説
明
。
空
気
中
の

環
境
D
N
A
を
採
取
す
る
研
究
は
世
界
的

に
も
珍
し
く
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

た
鳥
類
へ
の
応
用
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
予
防
に
役
立

つ
可
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
さ
ん
は
「
全
て
英
語
だ
っ
た
た
め

不
安
だ
っ
た
が
、
審
査
員
が
興
味
深
く
聞

い
て
く
れ
楽
し
か
っ
た
。
誰
も
や
っ
て
い

な
い
こ
と
を
研
究
し
、
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

塚
本
さ
ん
は
「
日
本
の
審
査
は
細
か
い

穴
を
つ
く
よ
う
な
質
問
が
多
い
が
、
ア
メ

リ
カ
は
研
究
が
持
つ
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

や
、
ど
れ
だ
け
熱
心
に
研
究
し
て
い
る
か

を
聞
か
れ
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。

科学のオリンピック世界2位
西高生、日本人初特別賞

市内3人に栄誉
春の叙勲

令和元年春の叙勲が発表され、掛川市から
は3人が地方自治や消防、学校医への功績
をたたえられました。
おめでとうございます。

議会議員として
平成15年から4

期14年余にわたり地方
自治の伸展に尽力し、
議会改革や新病院建設
の推進などに貢献され
ました。医療と福祉を
連携した総合的な地域
包括ケアを提唱し、地
域健康医療支援セン
ター「ふくしあ」の設
置を推進されました。

和47年4月から
平成25年3月ま

での40年余にわたり消
防職員として各種災害
から市民の生命、財産保
護に多大なる努力を傾
注し、多くの実績を残
されました。平成22年
には中央消防署長に任
命され、豊富な経験か
ら職員育成や火災予防
対策に努められました。

竹嶋善彦さん（逆川）

市
旭日双光章（地方自治功労）

和46年から大坂
小学校をはじめ

大坂幼稚園や大坂保育
園、睦浜幼稚園の学校
（園）医を長きにわた
り務められています。
就任当初から児童や園
児の心臓検診や腎臓検
診、脊柱側わん症など
各種検診の円滑な実施
に尽力されています。

大貫正昭さん（大坂）

昭
瑞宝双光章（学校保健功労）

青野敏裕さん
（上土方落合）

昭
瑞宝双光章（消防功労）

▲自作の装置を手に英語で作ったポスターの前で受賞を報告する
　岡本さん（左）と塚本さん

さく ゆ

問農林課（☎21-1147）

掛川工業高校機械科3年生  右から柴田晃弥さん、鷲山航平さん、中林優斗さん
袴田信太郎さん、増田悠希さん、西畑光晟さん

こう や

こうせい

ひろ と
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前
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だ
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を
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。
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は
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ま
な
角
度
か

ら
鋭
い
指
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が
さ
れ
、
設
計
時
に

は
想
像
で
き
な
か
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た
問
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点
や
、

材
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・
加
工
方
法
を
設
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の
段
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で
考
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る
こ
と
の
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を
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に
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、

修
正
を
加
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た
り
、
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数
の
機
械

を
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す
る
予
定
で
す
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作
業
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の
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で
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の
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と
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ま
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、
今
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を
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に
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い
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に
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成
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る
よ
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共
に
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き
ま
す
。
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社長　川﨑洋助さん
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課長　石川弘高さん
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3
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で
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部
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真
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（
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で
行
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「
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」
の
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物
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部
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で
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等
と
、
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本
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と
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る
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「
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大
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ま
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。
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和
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は3人が地方自治や消防、学校医への功績
をたたえられました。
おめでとうございます。

議会議員として
平成15年から4

期14年余にわたり地方
自治の伸展に尽力し、
議会改革や新病院建設
の推進などに貢献され
ました。医療と福祉を
連携した総合的な地域
包括ケアを提唱し、地
域健康医療支援セン
ター「ふくしあ」の設
置を推進されました。

和47年4月から
平成25年3月ま

での40年余にわたり消
防職員として各種災害
から市民の生命、財産保
護に多大なる努力を傾
注し、多くの実績を残
されました。平成22年
には中央消防署長に任
命され、豊富な経験か
ら職員育成や火災予防
対策に努められました。

竹嶋善彦さん（逆川）

市
旭日双光章（地方自治功労）

和46年から大坂
小学校をはじめ

大坂幼稚園や大坂保育
園、睦浜幼稚園の学校
（園）医を長きにわた
り務められています。
就任当初から児童や園
児の心臓検診や腎臓検
診、脊柱側わん症など
各種検診の円滑な実施
に尽力されています。

大貫正昭さん（大坂）

昭
瑞宝双光章（学校保健功労）

青野敏裕さん
（上土方落合）

昭
瑞宝双光章（消防功労）

▲自作の装置を手に英語で作ったポスターの前で受賞を報告する
　岡本さん（左）と塚本さん

さく ゆ

問農林課（☎21-1147）

掛川工業高校機械科3年生  右から柴田晃弥さん、鷲山航平さん、中林優斗さん
袴田信太郎さん、増田悠希さん、西畑光晟さん

こう や

こうせい

ひろ と
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
喫
煙

習
慣
の
な
い
方
の
肺
が
ん
や
脳
卒

中
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
健
康

へ
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
設
サ
イ
ト
で
内
容
を
確
認
し
よ
う

喫
煙
さ
れ
る
方
は
喫
煙
場
所
が

制
限
さ
れ
る
ほ
か
、
施
設
管
理
者

は
施
設
の
種
類
な
ど
に
応
じ

た
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
法
改
正
の
詳
し
い
内
容

は
厚
生
労
働
省
特
設
サ
イ
ト

「
な
く
そ
う
!
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

発再稼働、国に明文化を
市が新協定めぐる調査結果発表原急出動が過去最多記録

不要不急の救急車利用は控えて

受　

救

動喫煙防止が義務化
喫煙者と非喫煙者が共存するために 災害の危険性を5段階で

避難行動を分かりやすく提供

問危機管理課
　（☎21-1131）

問危機管理課
　（☎21-1131）

問健康医療課
　（☎23-8111）

Information

市
は
5
月
21
日
〜
22
日
、
東
海

第
二
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す
る

茨
城
県
東
海
村
な
ど
へ
職
員
を
派

遣
し
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
で
は
原
発
再
稼
働
の
実
質

的
な
事
前
了
解
権
を
周
辺
自
治
体

に
も
拡
大
し
た
新
安
全
協
定
が
締

結
さ
れ
た
背
景
や
経
緯
に
つ
い
て

確
認
。
検
討
課
題
も
判
明
し
ま
し

た
。松

井
市
長
は
、
同
地
域
の
今
後

の
動
向
を
注
視
し
、
浜
岡
地
域
の

安
全
協
定
に
つ
い
て
研
究
を
深
め

る
ほ
か
関
係
市
と
情
報
共
有
す
る

と
と
も
に
、
原
発
再
稼
働
は
国
が

同
意
の
範
囲
や
方
法
を
法
制
度
と

し
て
明
文
化
す
べ
き
と
の
考
え
を

改
め
て
示
し
ま
し
た
。

再
稼
働
を
め
ぐ
る
安
全
協
定

浜
岡
原
発
か
ら
半
径
10
㌔
圏
内

に
あ
る
御
前
崎
、
牧
之
原
、
掛
川
、

菊
川
の
4
市
と
中
部
電
力
が
結
ぶ

浜
岡
地
域
の
安
全
協
定
で
は
再
稼

働
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
御
前

崎
市
以
外
の
3
市
は
事
前
了
解
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
茨
城
県
東
海
村
の
東
海

第
二
原
発
で
は
、
再
稼
働
の
実
質

的
な
事
前
了
解
権
を
周
辺
自
治
体

に
も
拡
大
し
た
新
協
定
を
平
成
30

年
3
月
に
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
受
動
喫
煙
防
止
の
努

力
義
務
を
定
め
て
い
た
「
健
康
増

進
法
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和
2
年

4
月
か
ら
受
動
喫
煙
防
止
が
「
マ

ナ
ー
」
か
ら
「
ル
ー
ル
」
へ
変
わ

り
ま
す
。
病
院
・
学
校
の
敷
地
内

禁
煙
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
主
に
次
の
4
点
が
追
加
さ
れ

ま
す
。

■
飲
食
店
・
オ
フ
ィ
ス
・
事
業
所

な
ど
屋
内
は
原
則
禁
煙
（
喫
煙

専
用
室
の
み
喫
煙
可
）

■
喫
煙
室
に
は
標
識
掲
示
が
義
務

付
け

■
20
歳
未
満
は
喫
煙
エ
リ
ア
へ
の

立
ち
入
り
が
禁
止

■
違
反
者
に
は
最
大
50
万
円
の
過

料
非
喫
煙
者
の
健
康
リ
ス
ク
を
高
め

る
受
動
喫
煙

受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
の
意
思

と
は
無
関
係
に
他
人
の
た
ば
こ
の

煙
を
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で

す
。た

ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
者
が
直

接
吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
と
、
火

の
つ
い
た
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

「
副
流
煙
」
に
分
か
れ
ま
す
。
副

流
煙
は
体
に
有
害
な
成
分
を
含
み
、

そ
の
量
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

吸
い
込
む
主
流
煙
よ
り
も
多
い
と

現
地
派
遣
で
分
か
っ
た
こ
と

原
発
事
故
は
立
地
自
治
体
だ
け

で
は
対
応
が
困
難
と
考
え
て
い
た

東
海
村
長
が
、
福
島
第
一
原
発
事

故
を
き
っ
か
け
に
周
辺
自
治
体
に

懇
談
会
の
設
置
を
呼
び
か
け
た
こ

と
が
新
協
定
締
結
の
き
っ
か
け
で

し
た
。
東
海
村
で
は
平
成
9
年

「
動
燃
の
火
災
爆
発
事
故
」
の
ほ

か
、
平
成
11
年
「
J
C
O
臨
界
事

故
」
で
の
国
内
初
の
被
ば
く
に
よ

る
死
亡
や
避
難
勧
告
、
屋
内
退
避

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
5
年
以
上
に
わ

た
っ
て
協
定
の
見
直
し
な
ど
の
議

論
を
行
い
、
実
質
的
事
前
了
解
を

明
文
化
し
ま
し
た
。
立
地
自
治
体

だ
け
で
な
く
周
辺
自
治
体
に
も
意

見
を
言
え
る
権
利
を
同
等
に
確
保

し
、
そ
れ
に
対
し
て
事
業
者
が
誠

意
を
も
っ
て
回
答
す
る
も
の
と
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
締
結
後
も
課
題
は

残
っ
て
お
り
、
再
稼
働
に
関
す
る

合
意
形
成
を
図
る
協
議
会
の
運
営

方
法
や
、
意
見
集
約
の
方
法
、
反

対
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
な

ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

軽
症
者
の
搬
送
で
命
の
危
険
が
あ

る
方
の
搬
送
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
が
本
当
に
必
要

な
方
の
た
め
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
で
病
院
へ
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
前

に
少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

増
え
る
軽
症
者
の
搬
送

平
成
30
年
に
市
内
で
救
急
出
動

を
し
た
件
数
は
、
過
去
最
多
の

4
2
0
7
件
で
し
た
。
平
成
18
年

と
比
べ
る
と
約
千
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
隊
員
が
現
場
ま

で
駆
け
付
け
た
後
、
搬
送
を
行
わ

な
か
っ
た
例
が
約
1
割
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
搬
送
し
た
方
の
う
ち

約
6
割
は
軽
症
者
で
し
た
。

　

救
急
車
が
必
要
な
事
例

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
突
然
』
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
救
急
車
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
意
識
が
な
い
、
お
か
し
い

・
突
然
の
激
し
い
頭
痛

・
突
然
体
の
片
側
に
力
が
入
ら
な

く
な
っ
た

・
突
然
し
ゃ
べ
り
に
く
く
な
っ
た

・
突
然
の
激
し
い
胸
痛
や
締
め
つ

け
ら
れ
る
痛
み

・
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
大
量
の
出
血
を
伴
う
外
傷

　救
急
車
が
不
要
な
事
例

次
の
よ
う
な
症
状
や
状
況
で
救

急
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
お
控
え

く
だ
さ
い
。

・
口
内
炎
が
痛
い
、
し
ゃ
っ
く
り

が
止
ま
ら
な
い
、
水
虫
が
か
ゆ

い
・
入
院
予
定
日
だ
か
ら
、
病
院
に

行
き
た
い

・
病
院
で
長
く
待
ち
た
く
な
い

・
な
ん
と
な
く
心
配
だ
か
ら
救
急

車
で
病
院
に
行
き
た
い

・
や
っ
て
い
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
と
り
あ
え
ず
救
急
車

重
症
患
者
の
も
と
に
い
ち
早
く

救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問中央消防署
　（☎21-0119）

平
成
30
年
7
月
豪
雨
（
西
日
本

豪
雨
）
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情

報
が
発
信
さ
れ
、
住
民
の
避
難
行

動
に
結
び
つ
か
ず
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

豪
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
の
際
、

み
な
さ
ん
が
と
る
べ
き
避
難
行
動

を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
気

象
庁
や
市
の
提
供
す
る
情
報
に
5

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
付
け
加
え

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ず
か
ら
の
命
を
守
る
た
め
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
の
危
険

性
を
事
前
に
把
握
し
、
情
報
を
確

実
に
受
信
す
る
こ
と
で
、
早
め
の

避
難
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

警戒レベル5
  災害発生情報

 レベル4
避難勧告、避難指示（緊急）

 レベル3
避難準備・高齢者等避難開始

命を守る最善の行動

全員避難
（避難が危険な場合は屋内の
より安全な場所に避難など）

避難の準備
（高齢者などは避難）

災害への心構えを高める

避難行動の確認
気象情報を常に確認

なくそう! 望まない受動喫煙  検索

主流煙中の物質を1とした場合
一酸化炭素
4.7倍

ニコチン
2.8倍

タール
3.4倍

たばこの三大有害物質

依存症を引き起こします。血管を収縮させ、
血液の流れを悪くします。

ニコチン

発がん性物質を含んでおり、
がんを発生しやすくします。

タール
体内の酸素が欠乏し、動脈硬化や
心臓病を起こしやすくします。

一酸化炭素

副
流
煙 ※市が発令する避難勧告などの避難情報は、地域の状況を総合的に判断するため、

　気象庁の警戒レベル相当情報が出されても発令されないことがあります。

気象庁や市が提供する情報と市民がとるべき行動

気象庁が発表する情報 市が発令する避難情報 市民がとるべき行動

市民が自主的に避難行動を
とるために参考とするもの

家庭の避難計画に基づいて
行動

同報無線や防災ラジオ、
メール、テレビなどで提供

レベル5相当情報
氾らん発生情報や大雨特別警報

レベル4相当情報
土砂災害警戒情報など

レベル3相当情報
大雨（土砂災害）や洪水警報

レベル2
大雨や洪水の注意報

レベル1
早期注意情報
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
喫
煙

習
慣
の
な
い
方
の
肺
が
ん
や
脳
卒

中
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
健
康

へ
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
設
サ
イ
ト
で
内
容
を
確
認
し
よ
う

喫
煙
さ
れ
る
方
は
喫
煙
場
所
が

制
限
さ
れ
る
ほ
か
、
施
設
管
理
者

は
施
設
の
種
類
な
ど
に
応
じ

た
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
法
改
正
の
詳
し
い
内
容

は
厚
生
労
働
省
特
設
サ
イ
ト

「
な
く
そ
う
!
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

発再稼働、国に明文化を
市が新協定めぐる調査結果発表原急出動が過去最多記録

不要不急の救急車利用は控えて

受　

救

動喫煙防止が義務化
喫煙者と非喫煙者が共存するために 災害の危険性を5段階で

避難行動を分かりやすく提供

問危機管理課
　（☎21-1131）

問危機管理課
　（☎21-1131）

問健康医療課
　（☎23-8111）

Information

市
は
5
月
21
日
〜
22
日
、
東
海

第
二
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す
る

茨
城
県
東
海
村
な
ど
へ
職
員
を
派

遣
し
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
で
は
原
発
再
稼
働
の
実
質

的
な
事
前
了
解
権
を
周
辺
自
治
体

に
も
拡
大
し
た
新
安
全
協
定
が
締

結
さ
れ
た
背
景
や
経
緯
に
つ
い
て

確
認
。
検
討
課
題
も
判
明
し
ま
し

た
。松

井
市
長
は
、
同
地
域
の
今
後

の
動
向
を
注
視
し
、
浜
岡
地
域
の

安
全
協
定
に
つ
い
て
研
究
を
深
め

る
ほ
か
関
係
市
と
情
報
共
有
す
る

と
と
も
に
、
原
発
再
稼
働
は
国
が

同
意
の
範
囲
や
方
法
を
法
制
度
と

し
て
明
文
化
す
べ
き
と
の
考
え
を

改
め
て
示
し
ま
し
た
。

再
稼
働
を
め
ぐ
る
安
全
協
定

浜
岡
原
発
か
ら
半
径
10
㌔
圏
内

に
あ
る
御
前
崎
、
牧
之
原
、
掛
川
、

菊
川
の
4
市
と
中
部
電
力
が
結
ぶ

浜
岡
地
域
の
安
全
協
定
で
は
再
稼

働
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
御
前

崎
市
以
外
の
3
市
は
事
前
了
解
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
茨
城
県
東
海
村
の
東
海

第
二
原
発
で
は
、
再
稼
働
の
実
質

的
な
事
前
了
解
権
を
周
辺
自
治
体

に
も
拡
大
し
た
新
協
定
を
平
成
30

年
3
月
に
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
受
動
喫
煙
防
止
の
努

力
義
務
を
定
め
て
い
た
「
健
康
増

進
法
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和
2
年

4
月
か
ら
受
動
喫
煙
防
止
が
「
マ

ナ
ー
」
か
ら
「
ル
ー
ル
」
へ
変
わ

り
ま
す
。
病
院
・
学
校
の
敷
地
内

禁
煙
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
主
に
次
の
4
点
が
追
加
さ
れ

ま
す
。

■
飲
食
店
・
オ
フ
ィ
ス
・
事
業
所

な
ど
屋
内
は
原
則
禁
煙
（
喫
煙

専
用
室
の
み
喫
煙
可
）

■
喫
煙
室
に
は
標
識
掲
示
が
義
務

付
け

■
20
歳
未
満
は
喫
煙
エ
リ
ア
へ
の

立
ち
入
り
が
禁
止

■
違
反
者
に
は
最
大
50
万
円
の
過

料
非
喫
煙
者
の
健
康
リ
ス
ク
を
高
め

る
受
動
喫
煙

受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
の
意
思

と
は
無
関
係
に
他
人
の
た
ば
こ
の

煙
を
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で

す
。た

ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
者
が
直

接
吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
と
、
火

の
つ
い
た
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

「
副
流
煙
」
に
分
か
れ
ま
す
。
副

流
煙
は
体
に
有
害
な
成
分
を
含
み
、

そ
の
量
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

吸
い
込
む
主
流
煙
よ
り
も
多
い
と

現
地
派
遣
で
分
か
っ
た
こ
と

原
発
事
故
は
立
地
自
治
体
だ
け

で
は
対
応
が
困
難
と
考
え
て
い
た

東
海
村
長
が
、
福
島
第
一
原
発
事

故
を
き
っ
か
け
に
周
辺
自
治
体
に

懇
談
会
の
設
置
を
呼
び
か
け
た
こ

と
が
新
協
定
締
結
の
き
っ
か
け
で

し
た
。
東
海
村
で
は
平
成
9
年

「
動
燃
の
火
災
爆
発
事
故
」
の
ほ

か
、
平
成
11
年
「
J
C
O
臨
界
事

故
」
で
の
国
内
初
の
被
ば
く
に
よ

る
死
亡
や
避
難
勧
告
、
屋
内
退
避

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
5
年
以
上
に
わ

た
っ
て
協
定
の
見
直
し
な
ど
の
議

論
を
行
い
、
実
質
的
事
前
了
解
を

明
文
化
し
ま
し
た
。
立
地
自
治
体

だ
け
で
な
く
周
辺
自
治
体
に
も
意

見
を
言
え
る
権
利
を
同
等
に
確
保

し
、
そ
れ
に
対
し
て
事
業
者
が
誠

意
を
も
っ
て
回
答
す
る
も
の
と
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
締
結
後
も
課
題
は

残
っ
て
お
り
、
再
稼
働
に
関
す
る

合
意
形
成
を
図
る
協
議
会
の
運
営

方
法
や
、
意
見
集
約
の
方
法
、
反

対
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
な

ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

軽
症
者
の
搬
送
で
命
の
危
険
が
あ

る
方
の
搬
送
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
が
本
当
に
必
要

な
方
の
た
め
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
で
病
院
へ
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
前

に
少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

増
え
る
軽
症
者
の
搬
送

平
成
30
年
に
市
内
で
救
急
出
動

を
し
た
件
数
は
、
過
去
最
多
の

4
2
0
7
件
で
し
た
。
平
成
18
年

と
比
べ
る
と
約
千
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
隊
員
が
現
場
ま

で
駆
け
付
け
た
後
、
搬
送
を
行
わ

な
か
っ
た
例
が
約
1
割
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
搬
送
し
た
方
の
う
ち

約
6
割
は
軽
症
者
で
し
た
。

　

救
急
車
が
必
要
な
事
例

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
突
然
』
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
救
急
車
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
意
識
が
な
い
、
お
か
し
い

・
突
然
の
激
し
い
頭
痛

・
突
然
体
の
片
側
に
力
が
入
ら
な

く
な
っ
た

・
突
然
し
ゃ
べ
り
に
く
く
な
っ
た

・
突
然
の
激
し
い
胸
痛
や
締
め
つ

け
ら
れ
る
痛
み

・
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
大
量
の
出
血
を
伴
う
外
傷

　救
急
車
が
不
要
な
事
例

次
の
よ
う
な
症
状
や
状
況
で
救

急
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
お
控
え

く
だ
さ
い
。

・
口
内
炎
が
痛
い
、
し
ゃ
っ
く
り

が
止
ま
ら
な
い
、
水
虫
が
か
ゆ

い
・
入
院
予
定
日
だ
か
ら
、
病
院
に

行
き
た
い

・
病
院
で
長
く
待
ち
た
く
な
い

・
な
ん
と
な
く
心
配
だ
か
ら
救
急

車
で
病
院
に
行
き
た
い

・
や
っ
て
い
る
病
院
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
と
り
あ
え
ず
救
急
車

重
症
患
者
の
も
と
に
い
ち
早
く

救
急
車
が
到
着
で
き
る
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問中央消防署
　（☎21-0119）

平
成
30
年
7
月
豪
雨
（
西
日
本

豪
雨
）
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情

報
が
発
信
さ
れ
、
住
民
の
避
難
行

動
に
結
び
つ
か
ず
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

豪
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
の
際
、

み
な
さ
ん
が
と
る
べ
き
避
難
行
動

を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
気

象
庁
や
市
の
提
供
す
る
情
報
に
5

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
付
け
加
え

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
ず
か
ら
の
命
を
守
る
た
め
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
の
危
険

性
を
事
前
に
把
握
し
、
情
報
を
確

実
に
受
信
す
る
こ
と
で
、
早
め
の

避
難
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

警戒レベル5
  災害発生情報

 レベル4
避難勧告、避難指示（緊急）

 レベル3
避難準備・高齢者等避難開始

命を守る最善の行動

全員避難
（避難が危険な場合は屋内の
より安全な場所に避難など）

避難の準備
（高齢者などは避難）

災害への心構えを高める

避難行動の確認
気象情報を常に確認

なくそう! 望まない受動喫煙  検索

主流煙中の物質を1とした場合
一酸化炭素
4.7倍

ニコチン
2.8倍

タール
3.4倍

たばこの三大有害物質

依存症を引き起こします。血管を収縮させ、
血液の流れを悪くします。

ニコチン

発がん性物質を含んでおり、
がんを発生しやすくします。

タール
体内の酸素が欠乏し、動脈硬化や
心臓病を起こしやすくします。

一酸化炭素

副
流
煙 ※市が発令する避難勧告などの避難情報は、地域の状況を総合的に判断するため、

　気象庁の警戒レベル相当情報が出されても発令されないことがあります。

気象庁や市が提供する情報と市民がとるべき行動

気象庁が発表する情報 市が発令する避難情報 市民がとるべき行動

市民が自主的に避難行動を
とるために参考とするもの

家庭の避難計画に基づいて
行動

同報無線や防災ラジオ、
メール、テレビなどで提供

レベル5相当情報
氾らん発生情報や大雨特別警報

レベル4相当情報
土砂災害警戒情報など

レベル3相当情報
大雨（土砂災害）や洪水警報

レベル2
大雨や洪水の注意報

レベル1
早期注意情報
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選
手
選
考

練
習
会
や
2
回
の
選
考
会
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
10
月
に
決
定

予
定
で
す
。

〈
練
習
会
〉

と
き毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
〜

（
8
時
30
分
終
了
予
定
）

と
こ
ろ
　

7
月
3
日
・
10
日
＝
エ
コ
パ
補

助
競
技
場
（
袋
井
市
）
、
7
月
17

日
・
24
日
・
31
日
＝
い
こ
い
の
広

場
多
目
的
広
場
（
細
谷
）

内
容イ

ン
タ
ー
バ
ル
走
、
ペ
ー
ス
走
、

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

※
右
記
以
降
の
予
定
や
雨
天
の
場

合
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

防安全機能を体感！
追突を未然に防ぎ事故を減らそう予ばたけ未来の吉岡彌生賞

夢と希望に満ちた研究作品募集

市　

は

町対抗駅伝選手募集
掛川市代表として走りませんか　 自転車保険、10月から加入義務化

対象は自転車に乗る全ての方

問危機管理課
　（☎21-1131）

問危機管理課
　（☎21-1131）

問掛川市選手団事務局
　（掛川市体育協会内）
　（☎24-9781）
　※火曜定休日

Information Information

市
内
の
車
両
事
故
に
占
め
る
追

突
事
故
の
割
合
は
51
%
と
、
県
平

均
の
38
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
は
追
突
事

故
防
止
の
た
め
予
防
安
全
機
能
付

き
自
動
車
へ
の
買
い
替
え
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
あ

わ
せ
て
、
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー

キ
の
体
感
会
を
開
催
し
ま
す
。
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
運
転
体
験
が

出
来
る
県
内
1
台
だ
け
の
交
通
安

全
体
験
車
も
や
っ
て
き
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
安
全
運
転
を
身
に
付

け
、
事
故
予
防
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。　

予
防
安
全
機
能
装
着
車
の
体
感
会

と
き　7

月
11
日
㈭

　午
後
5
時
20
分
〜
6
時
30
分

と
こ
ろ

　市
消
防
本
部
（
掛
川
）
（
駐
車
場

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
使
用
）

内
容

・
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
体
感

・
安
全
運
転
体
験

・
運
転
技
術
・
技
能
チ
ェ
ッ
ク

　

市
内
の
交
通
事
故

平
成
30
年
は
8
3
3
件
の
人
身

11
月
30
日
㈯
静
岡
市
内
で
行
わ

れ
る
第
20
回
記
念
静
岡
県
市
町
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
市

代
表
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
練
習

会
に
参
加
し
て
仲
間
と
一
緒
に
選

手
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

選
手
資
格

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
令
和
元
年
9
月
1
日
現
在
、
掛

川
市
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る

方
（
小
中
学
生
は
保
護
者
の
居

住
地
が
掛
川
市
で
あ
る
こ
と
）

②
高
校
生
は
、
出
身
中
学
校
所
在

地
ま
た
は
保
護
者
の
居
住
地
が

掛
川
市
で
あ
る
こ
と

③
他
市
在
住
の
一
般
・
40
歳
以
上

は
、
出
身
中
学
校
所
在
地
が
掛

川
市
で
あ
る
こ
と

コ
ー
ス（
全
42・1
9
5
㌔
）

小
＝
小
学
生
／
中
＝
中
学
生
／

高
＝
高
校
生

※
第
6
・
9
区
は
男
女
不
問

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
例
年

8
0
0
件
以
上
の
事
故
が
発
生
し

て
お
り
、
時
間
帯
別
で
は
午
後
4

〜
6
時
の
帰
宅
の
時
間
帯
が
最
も

多
く
、
次
い
で
、
午
前
6
〜
10
時

の
出
勤
の
時
間
帯
に
多
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

予
防
安
全
技
術
で
事
故
防
止

近
年
の
自
動
車
に
は
、
エ
ア

バ
ッ
グ
な
ど
の
「
事
故
時
に
被
害

を
軽
減
す
る
技
術
」
に
加
え
て
、

居
眠
り
を
感
知
し
、
警
告
を
鳴
ら

す
機
能
や
、
踏
み
間
違
い
に
よ
る

誤
発
進
を
抑
制
す
る
機
能
な
ど
の

「
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
技
術
」
が

導
入
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
予
防
安
全
技
術
を
効
果
的
に

活
用
し
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

「
第
4
回
は
ば
た
け
未
来
の
吉

岡
彌
生
賞
」
の
各
種
研
究
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
日
本
の
女
性
医
師

育
成
に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
、

吉
岡
彌
生
先
生
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
優
れ
た
研
究
を
表
彰
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
、
志
を
育
み
ま
す
。

主
催掛

川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学

募
集
作
品

医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
の
研
究
、
論
文
、

製
作
物
品
、
実
践
レ
ポ
ー
ト
、
意

見
主
張
文
な
ど

募
集
期
間

10
月
1
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

対
象全

国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

表
彰・副
賞

2
月
に
表
彰
予
定

【
最
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
1
作
品
以
内

【
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
2
作
品
以
内

【
奨
励
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
4
作
品
以
内

※
入
賞
者
副
賞
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
健
康
測
定
器
、
図
書
カ
ー

ド
な
ど

応
募
方
法

応
募
票
を
吉
岡
彌
生
記
念
館
も

し
く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
入
手
。
作
品
に
添

付
し
て
吉
岡
彌
生
記
念
館
へ
郵
送

（
〒
4
3
7

-

1
4
3
4 

下
土

方
4
7
4
）
ま
た
は
直
接
提
出
で

応
募

問吉岡彌生記念館
　（☎74-5566）

平
成
31
年
4
月
1
日
に
「
静
岡

県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
10
月
1
日
か
ら
、
自
転
車

を
利
用
す
る
方
の
損
害
賠
償
保
険

な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

自
転
車
事
故
で
高
額
請
求

近
年
、
自
転
車
に
乗
る
方
が
加

害
者
に
な
る
事
例
が
全
国
で
発
生

し
、
中
に
は
損
害
賠
償
金
が
高
額

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
賠
償
責
任
は
未
成
年
者
で
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
生
が

起
こ
し
た
事
故
で
9
千
万
円
を
超

え
る
支
払
い
判
決
の
例
も
あ
り
ま

す
。自

動
車
で
は
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
保
険
加
入
。
た
か
が
自
転

車
の
賠
償
と
高
を
く
く
ら
ず
、
万

が
一
の
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

1
年
更
新
の
保
険
切
れ
に
注
意

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
は

自
転
車
事
故
で
生
じ
た
他
人
の
生

命
ま
た
は
身
体
の
被
害
に
対
し
、

補
償
す
る
保
険
ま
た
は
共
済
の
こ

と
で
す
。
自
転
車
専
用
の
保
険
の

ほ
か
に
も
、
自
動
車
保
険
や
火
災

保
険
の
特
約
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
に
付
帯
す
る
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
原
則
1
年
更
新
で
す
。

「
い
ざ
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
保

険
が
切
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

T
S
マ
ー
ク
を
確
認
し
よ
う

自
転
車
安
全
整
備
店
で
購
入
、

ま
た
は
点
検
整
備
を
行
い
基
準
に

合
格
し
た
自
転
車
に
は
T
S
マ
ー

ク
が
貼
ら
れ
ま
す
。
T
S
マ
ー
ク

に
は
傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険

が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

転
車
保
険
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

有
効
期
間
は
点
検
日
か
ら
1
年
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲衝突回避支援ブレーキで止まる自動車写真　東京女子医科大学所蔵

吉岡彌生（1871年-1959年）
掛川市（旧土方村）の高天神城跡
東にある鷲山養斎家に生まれる。
東京女子医科大学の前身である東
京女医学校を明治33年に29歳の若さ
で創設。昭和27年には新制東京女子
医科大学を発足させ、学頭として女
性医師の育成とともに医学の教育・
研究に尽力した。

 第1区 3.673㌔ 中・高（女）
 第2区 1.903㌔ 小（男）
 第3区 1.715㌔ 小（女）
 第4区 3.549㌔ 中・高（女）
 第5区 6.855㌔ 高（男）
 第6区 3.911㌔   40歳以上※
 第7区 3.564㌔ 中（男）
 第8区 3.020㌔ 中（女）
 第9区 1.619㌔ 小※
第10区 3.051㌔ 一般（女）
第11区 4.310㌔ 中・高（男）
第12区 5.025㌔ 一般（男）

吉岡彌生記念館
ホームページ

▲横須賀高校での自転車マナー向上キャンペーン
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選
手
選
考

練
習
会
や
2
回
の
選
考
会
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
10
月
に
決
定

予
定
で
す
。

〈
練
習
会
〉

と
き毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
〜

（
8
時
30
分
終
了
予
定
）

と
こ
ろ
　

7
月
3
日
・
10
日
＝
エ
コ
パ
補

助
競
技
場
（
袋
井
市
）
、
7
月
17

日
・
24
日
・
31
日
＝
い
こ
い
の
広

場
多
目
的
広
場
（
細
谷
）

内
容イ

ン
タ
ー
バ
ル
走
、
ペ
ー
ス
走
、

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

※
右
記
以
降
の
予
定
や
雨
天
の
場

合
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

防安全機能を体感！
追突を未然に防ぎ事故を減らそう予ばたけ未来の吉岡彌生賞

夢と希望に満ちた研究作品募集

市　

は

町対抗駅伝選手募集
掛川市代表として走りませんか　 自転車保険、10月から加入義務化

対象は自転車に乗る全ての方

問危機管理課
　（☎21-1131）

問危機管理課
　（☎21-1131）

問掛川市選手団事務局
　（掛川市体育協会内）
　（☎24-9781）
　※火曜定休日

Information Information

市
内
の
車
両
事
故
に
占
め
る
追

突
事
故
の
割
合
は
51
%
と
、
県
平

均
の
38
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
は
追
突
事

故
防
止
の
た
め
予
防
安
全
機
能
付

き
自
動
車
へ
の
買
い
替
え
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
あ

わ
せ
て
、
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー

キ
の
体
感
会
を
開
催
し
ま
す
。
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
運
転
体
験
が

出
来
る
県
内
1
台
だ
け
の
交
通
安

全
体
験
車
も
や
っ
て
き
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
安
全
運
転
を
身
に
付

け
、
事
故
予
防
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。　

予
防
安
全
機
能
装
着
車
の
体
感
会

と
き　7

月
11
日
㈭

　午
後
5
時
20
分
〜
6
時
30
分

と
こ
ろ

　市
消
防
本
部
（
掛
川
）
（
駐
車
場

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
使
用
）

内
容

・
衝
突
回
避
支
援
ブ
レ
ー
キ
体
感

・
安
全
運
転
体
験

・
運
転
技
術
・
技
能
チ
ェ
ッ
ク

　

市
内
の
交
通
事
故

平
成
30
年
は
8
3
3
件
の
人
身

11
月
30
日
㈯
静
岡
市
内
で
行
わ

れ
る
第
20
回
記
念
静
岡
県
市
町
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
市

代
表
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
練
習

会
に
参
加
し
て
仲
間
と
一
緒
に
選

手
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

選
手
資
格

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
令
和
元
年
9
月
1
日
現
在
、
掛

川
市
に
在
住
・
勤
務
し
て
い
る

方
（
小
中
学
生
は
保
護
者
の
居

住
地
が
掛
川
市
で
あ
る
こ
と
）

②
高
校
生
は
、
出
身
中
学
校
所
在

地
ま
た
は
保
護
者
の
居
住
地
が

掛
川
市
で
あ
る
こ
と

③
他
市
在
住
の
一
般
・
40
歳
以
上

は
、
出
身
中
学
校
所
在
地
が
掛

川
市
で
あ
る
こ
と

コ
ー
ス（
全
42・1
9
5
㌔
）

小
＝
小
学
生
／
中
＝
中
学
生
／

高
＝
高
校
生

※
第
6
・
9
区
は
男
女
不
問

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
例
年

8
0
0
件
以
上
の
事
故
が
発
生
し

て
お
り
、
時
間
帯
別
で
は
午
後
4

〜
6
時
の
帰
宅
の
時
間
帯
が
最
も

多
く
、
次
い
で
、
午
前
6
〜
10
時

の
出
勤
の
時
間
帯
に
多
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

予
防
安
全
技
術
で
事
故
防
止

近
年
の
自
動
車
に
は
、
エ
ア

バ
ッ
グ
な
ど
の
「
事
故
時
に
被
害

を
軽
減
す
る
技
術
」
に
加
え
て
、

居
眠
り
を
感
知
し
、
警
告
を
鳴
ら

す
機
能
や
、
踏
み
間
違
い
に
よ
る

誤
発
進
を
抑
制
す
る
機
能
な
ど
の

「
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
技
術
」
が

導
入
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
予
防
安
全
技
術
を
効
果
的
に

活
用
し
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

「
第
4
回
は
ば
た
け
未
来
の
吉

岡
彌
生
賞
」
の
各
種
研
究
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
日
本
の
女
性
医
師

育
成
に
尽
力
し
た
郷
土
の
偉
人
、

吉
岡
彌
生
先
生
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
優
れ
た
研
究
を
表
彰
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
、
志
を
育
み
ま
す
。

主
催掛

川
市
、
市
教
育
委
員
会
、
東

京
女
子
医
科
大
学

募
集
作
品

医
療
・
看
護
、
健
康
・
福
祉
、

理
科
、
環
境
な
ど
の
研
究
、
論
文
、

製
作
物
品
、
実
践
レ
ポ
ー
ト
、
意

見
主
張
文
な
ど

募
集
期
間

10
月
1
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

対
象全

国
の
小
中
学
生
と
高
校
生

（
グ
ル
ー
プ
研
究
も
可
）

表
彰・副
賞

2
月
に
表
彰
予
定

【
最
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
1
作
品
以
内

【
優
秀
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
2
作
品
以
内

【
奨
励
賞
】

小
・
中
・
高
校
生
各
4
作
品
以
内

※
入
賞
者
副
賞
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
健
康
測
定
器
、
図
書
カ
ー

ド
な
ど

応
募
方
法

応
募
票
を
吉
岡
彌
生
記
念
館
も

し
く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
入
手
。
作
品
に
添

付
し
て
吉
岡
彌
生
記
念
館
へ
郵
送

（
〒
4
3
7

-

1
4
3
4 

下
土

方
4
7
4
）
ま
た
は
直
接
提
出
で

応
募

問吉岡彌生記念館
　（☎74-5566）

平
成
31
年
4
月
1
日
に
「
静
岡

県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
10
月
1
日
か
ら
、
自
転
車

を
利
用
す
る
方
の
損
害
賠
償
保
険

な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

自
転
車
事
故
で
高
額
請
求

近
年
、
自
転
車
に
乗
る
方
が
加

害
者
に
な
る
事
例
が
全
国
で
発
生

し
、
中
に
は
損
害
賠
償
金
が
高
額

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
賠
償
責
任
は
未
成
年
者
で
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
生
が

起
こ
し
た
事
故
で
9
千
万
円
を
超

え
る
支
払
い
判
決
の
例
も
あ
り
ま

す
。自

動
車
で
は
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
る
保
険
加
入
。
た
か
が
自
転

車
の
賠
償
と
高
を
く
く
ら
ず
、
万

が
一
の
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

1
年
更
新
の
保
険
切
れ
に
注
意

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
は

自
転
車
事
故
で
生
じ
た
他
人
の
生

命
ま
た
は
身
体
の
被
害
に
対
し
、

補
償
す
る
保
険
ま
た
は
共
済
の
こ

と
で
す
。
自
転
車
専
用
の
保
険
の

ほ
か
に
も
、
自
動
車
保
険
や
火
災

保
険
の
特
約
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
に
付
帯
す
る
も
の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
原
則
1
年
更
新
で
す
。

「
い
ざ
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
保

険
が
切
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

T
S
マ
ー
ク
を
確
認
し
よ
う

自
転
車
安
全
整
備
店
で
購
入
、

ま
た
は
点
検
整
備
を
行
い
基
準
に

合
格
し
た
自
転
車
に
は
T
S
マ
ー

ク
が
貼
ら
れ
ま
す
。
T
S
マ
ー
ク

に
は
傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険

が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自

転
車
保
険
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

有
効
期
間
は
点
検
日
か
ら
1
年
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▲衝突回避支援ブレーキで止まる自動車写真　東京女子医科大学所蔵

吉岡彌生（1871年-1959年）
掛川市（旧土方村）の高天神城跡
東にある鷲山養斎家に生まれる。
東京女子医科大学の前身である東
京女医学校を明治33年に29歳の若さ
で創設。昭和27年には新制東京女子
医科大学を発足させ、学頭として女
性医師の育成とともに医学の教育・
研究に尽力した。

 第1区 3.673㌔ 中・高（女）
 第2区 1.903㌔ 小（男）
 第3区 1.715㌔ 小（女）
 第4区 3.549㌔ 中・高（女）
 第5区 6.855㌔ 高（男）
 第6区 3.911㌔   40歳以上※
 第7区 3.564㌔ 中（男）
 第8区 3.020㌔ 中（女）
 第9区 1.619㌔ 小※
第10区 3.051㌔ 一般（女）
第11区 4.310㌔ 中・高（男）
第12区 5.025㌔ 一般（男）
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決
し
て
ま
れ
な
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。

心
不
全
の
予
後
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え

ず
、
重
症
化
し
た
心
不
全
の
予
後
は
「
が

ん
よ
り
悪
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
症
状
を
再
発
し
て
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
体
力
や
生
活
の
楽
し
み
を
奪
っ
て

い
く
難
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
早
め

に
見
つ
け
て
、
適
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
や

治
療
薬
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
健
や
か
に

過
ご
す
有
効
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

心
臓
の
症
状
と
い
え
ば
「
胸
痛
」
「
ど

う
き
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
心
不
全
の
初
期
症
状
は
「
動
い
た

と
き
の
息
切
れ
」
「
疲
れ
や
す
さ
」
「
む

く
み
」
「
長
引
く
せ
き
」
と
い
っ
た
も
の

で
す
。
指
の
爪
が
丸
く
な
る
と
い
う
の
も

1
つ
で
す
。
単
な
る
疲
れ
や
老
化
だ
と

思
っ
て
放
置
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

図
1
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
急
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ

た
り
、
ふ
だ
ん
普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
、
疲
れ
や
息
切
れ
を
伴
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
の
も
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
で
す
。

「
心
不
全
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
?

　死
因
と
し
て
よ
く

耳
に
す
る
心
不
全
は
1
つ
の
病
気
で
は
な

く
、
心
臓
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
（
心
筋
梗

塞
、
弁
膜
症
、
心
筋
症
な
ど
）
や
高
血
圧

な
ど
に
よ
り
負
担
が
か
か
っ
た
状
態
が
最

終
的
に
至
る
「
症
候
群
」
で
す
。

こ
の
心
不
全
は
、
高
齢
化
社
会
と
と
も

に
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
2
人
に
1

人
は
が
ん
に
な
る
時
代
と
は
よ
く
言
い
ま

す
が
、
日
本
で
の
心
不
全
患
者
さ
ん
は
、

が
ん
患
者
さ
ん
の
約
1
・
2
倍
お
ら
れ
、
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～みんなでシティプロモーション～

患
者
数
は
が
ん
患
者
の
1
・
2
倍

疲
れ
や
息
切
れ
は
症
状
の
サ
イ
ン

早
期
発
見
・
3
つ
の
治
療
目
標

〜
心
不
全
は
早
め
の
診
断
が
大
事
〜

そ
の
疲
れ
、
年
の
せ
い
?

掛川駅南口から徒歩5分、東名高速道路掛川インターから車で
3分。昭和63年の新幹線掛川駅開業にあわせてオープンし、掛川
への来訪者を迎えてきた「パレスホテル掛川」が実践しているシ
ティプロモーション活動について、マーケティング課の佐藤嘉之
さんが紹介してくれます。

問観光・シティプロモーション課（☎21-1121）

掛川を満喫できるホテル
特性や企画生かし、おもてなしかけがわ

魅力・情報
発信！

シティプロモーション
市民協働会議リレー⑥

ル
は
、
掛
川
の
窓
口
と
し
て
訪
れ
た
方
に

掛
川
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
重
要
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
館
内
で
は
観
光

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員
同
士
で
も
観
光

情
報
な
ど
を
共
有
し
、
旬
な
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル

を
訪
れ
た
方
に
掛
川
を
満
喫
し
て
過
ご
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
ま
ち
を
気
に
入
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

今
後
も
、
自
社
の
特
性
や
企
画
を
生
か

し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

み
、
真
心
込
め
た
お
も
て
な
し
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

小笠医師会  その47
（☎23-4372）

上）ホテル前で開催された通称「ホテマル」。市マスコッ
トキャラクター茶きんちゃんとシティプロモーション!
下）個室を利用したスクール、通称「ホテカル」は幅広
い年齢の方に人気。掛川に足を運ぶ機会を提供します。

心
臓
病
の
多
く
は
実
際
に
症
状
が
出
る

何
年
も
前
か
ら
水
面
下
に
進
行
し
て
お
り
、

ひ
と
た
び
強
い
症
状
が
出
る
と
、
入
院
を

要
す
る
よ
う
な
急
性
増
悪
を
繰
り
返
し
な

が
ら
さ
ら
に
加
速
し
て
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
①
高
血
圧
・
糖
尿
病
な

ど
に
介
入
し
て
心
臓
病
発
症
を
抑
え
る
、

②
心
臓
病
が
あ
っ
て
も
早
期
に
治
療
を
し

て
急
性
増
悪
を
減
ら
す
、
③
心
不
全
を
発

症
し
て
も
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
で
元
気

に
自
立
し
た
生
活
を
少
し
で
も
長
く
送
る
、

と
い
う
の
が
治
療
目
標
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
く
見
つ
か
れ
ば
よ
り
健
や
か
に
過
ご
せ

る
わ
け
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
当
て
は
ま
る
方
や

糖
尿
病
・
高
血
圧
を
お
持
ち
で
最
近
疲
れ

や
す
く
な
っ
た
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

内
科
の
先
生
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
疲
れ
」
や
「
年
の
せ
い
」
と
思
っ
て
い

た
症
状
の
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

自
社
の
特
性
生
か
し
観
光
誘
客

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
の
系
列
会
社
に

は
、
小
貫
区
の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。

県
観
光
協
会
や
旅
行
会
社
な
ど
と
連
携

し
、
静
岡
空
港
を
利
用
し
た
ゴ
ル
フ
・
宿

泊
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
、
主
に
冬

季
の
プ
レ
ー
が
困
難
と
な
る
北
海
道
な
ど

の
降
雪
地
域
に
向
け
て
観
光
客
誘
致
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
宿

泊
＋
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
券
を
用
意
し
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
特
性
を
生
か
し
た
掛
川
へ

の
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
地
域
に
寄
り
添
う
」

「
近
く
に
あ
っ
て
も
、
利
用
機
会
が
な

か
な
か
無
い
」
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞

き
、
少
し
で
も
当
ホ
テ
ル
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
思
い
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
食
べ

物
、
買
い
物
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ホ

テ
ル
で
マ
ル
シ
ェ
」
（
通
称
「
ホ
テ
マ

ル
」
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
い
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
多
く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
、
市
外
の
団
体
や
お
店
に

出
店
・
告
知
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
市
外
へ
広
く
P
R
で

き
ま
し
た
。
次
回
も
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
。

ほ
か
に
も
、
ホ
テ
ル
の
個
室
を
利
用
し〔図1〕

て
、
講
座
や
教
室
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
す
る
「
ホ
テ
ル
で
カ
ル
チ
ャ
ー
」

（
通
称
「
ホ
テ
カ
ル
」
）
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
月
に
約
20
講
座
が
開
講
さ
れ
、

掛
川
在
住
の
講
師
も
多
数
い
ま
す
。
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
掛
川
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

各
企
画
の
始
ま
り
は
「
地
域
に
寄
り
添

う
ホ
テ
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
。
今
で

は
市
外
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
目
的

に
お
越
し
い
た
だ
く
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

掛
川
の
魅
力
を
伝
え
る
ホ
テ
ル

掛
川
駅
の
す
ぐ
側
に
立
地
す
る
当
ホ
テ
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決
し
て
ま
れ
な
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。

心
不
全
の
予
後
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え

ず
、
重
症
化
し
た
心
不
全
の
予
後
は
「
が

ん
よ
り
悪
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
症
状
を
再
発
し
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入
退
院
を
繰
り

返
し
、
体
力
や
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の
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し
み
を
奪
っ
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い
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難
点
も
あ
り
ま
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そ
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め
早
め
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て
、
適
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た
生
活
ス
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イ
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や

治
療
薬
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
健
や
か
に

過
ご
す
有
効
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

心
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症
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痛
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ど
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し
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ま
せ
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切
れ
」
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疲
れ
や
す
さ
」
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み
」
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う
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す
。
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疲
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と
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こ
と
も
多
い
で
す
。

図
1
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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感
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息
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う
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っ
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う
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で
す
。
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心
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と
い
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を
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こ
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す
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不
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は
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ま
な
病
気
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筋
梗

塞
、
弁
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、
心
筋
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な
ど
）
や
高
血
圧

な
ど
に
よ
り
負
担
が
か
か
っ
た
状
態
が
最

終
的
に
至
る
「
症
候
群
」
で
す
。

こ
の
心
不
全
は
、
高
齢
化
社
会
と
と
も

に
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
2
人
に
1

人
は
が
ん
に
な
る
時
代
と
は
よ
く
言
い
ま

す
が
、
日
本
で
の
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、
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約
1
・
2
倍
お
ら
れ
、

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

～みんなでシティプロモーション～

患
者
数
は
が
ん
患
者
の
1
・
2
倍

疲
れ
や
息
切
れ
は
症
状
の
サ
イ
ン

早
期
発
見
・
3
つ
の
治
療
目
標

〜
心
不
全
は
早
め
の
診
断
が
大
事
〜

そ
の
疲
れ
、
年
の
せ
い
?

掛川駅南口から徒歩5分、東名高速道路掛川インターから車で
3分。昭和63年の新幹線掛川駅開業にあわせてオープンし、掛川
への来訪者を迎えてきた「パレスホテル掛川」が実践しているシ
ティプロモーション活動について、マーケティング課の佐藤嘉之
さんが紹介してくれます。

問観光・シティプロモーション課（☎21-1121）

掛川を満喫できるホテル
特性や企画生かし、おもてなしかけがわ

魅力・情報
発信！

シティプロモーション
市民協働会議リレー⑥

ル
は
、
掛
川
の
窓
口
と
し
て
訪
れ
た
方
に

掛
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の
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こ
と
も
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前
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に
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た
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す
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　子育ての違いからくる疑問をいくつか挙げてみました。

Q.泣いてすぐだっこすると抱き癖がつくの?
A.だっこされると「自分は大切にされている」と感じ、情緒が
安定します。抱き癖を過度に気にする必要はありません。
だっこできるときは、たくさんだっこしてあげましょう。

Q.離乳食開始の前に果汁を飲ませなくても良いの?
A.離乳食は5～6か月から始め、1歳半ころまでに完了しま
す。それまでは果汁ではなく、母乳やミルクで十分です。

Q.大人がかみ砕いた食べ物を食べさせたり、スプーンを共
有したりしてもいいの?

A.大人の虫歯菌がうつるのでやめましょう。
Q.1歳で母乳はやめないといけないの?
A.「いつまで」ということはありません。お母
さんの体調などに応じて決めましょう。
おっぱいを吸うことで赤ちゃんは安心感を
持ち、親子のスキンシップにもなります。

　赤ちゃんを大切に思う気持ちは親世代も祖父母世代も同
じです。共通認識を持って子育て、孫育てを楽しみましょう。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

   
対　象：乳幼児と保護者
中　央：8月 2日 ・ 9日（金） 午前10時30分～11時
大　東：8月 2日 ・ 9日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：8月 16日 ・ 23日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 8月10日・24日（土） 午後3時～3時30分
大　東：8月 3日・17日（土） 午前10時30分～11時
大須賀：8月10日・24日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：8月16日（金）午前10時30分～11時

絵

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○
『川柳東海道 上-日本橋から大井
川まで-・下-大井川から京都まで-』
岡田甫/著
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市立図書館

認知症の母と暮らして10年の著者が
修羅場のような年月を知恵と工夫とア
イデアで乗り越えた介護奮闘記。誰も
が経験する老いという現実を笑いに変
え、元気をもらえる1冊です。

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。 希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

政治のニュースや国会中継を見ている
ときの素朴な疑問に答えるとともに、
内閣の仕組みや各省庁の働き、官僚の
役割など、日本政治の仕組みを裏側を
含めて易しく解説します。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

8月の子育て・健康案内

時事通信社
政治部/監修
（東京書籍）

図解
国会の楽しい見方
新訂版

ぴちぱち
さくさく

若菜ひとし・
きよこ/作
（ひさかたチャ
イルド）

酒井章子/著
（産業編集センター）

認知症が
やってきた!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。

※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防
接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を
持って徳育保健センターへお越しください。

子育てコンシェルジュだより
－子育ての今と昔の違い－

さあコロッケを作ろう。ジャガイモ
をゆでてつぶして、お肉と野菜をぐ
るぐる混ぜて・・・。
おいしそうに描かれたイラストとリ
ズミカルな擬音が楽しい食べ物の絵
本です。

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

 
徳育

徳育

徳育

徳育

大東
6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 離乳食教室

パパママセミナー
（もぐもぐ教室） 9：15 ～ 9：30

（両親育児編） 13：15 ～ 13：30

 2 金 2018年 10月～ 2019年1月出生児

 9 金 2019年 1月 1日 ～ 15日出生児

 21 水 2019年 1月 16日 ～ 31日出生児

 7 水 2018年 1月 1日 ～ 10日出生児 

 19 月 2018年 1月 11日 ～ 20日出生児

 23 金 2018年 1月 21日 ～ 31日出生児

 8 木 2017年 5月 1日 ～ 10日出生児

 9 金 2017年 5月 11日 ～ 20日出生児

 21 水 2017年 5月 21日 ～ 31日出生児

 5 月 2016年 7月 1日 ～ 10日出生児

 6 火 2016年 7月 11日 ～ 20日出生児

 22 木 2016年 7月 21日 ～ 31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 木 2019年 6月 出生児

 28 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

8月

数ある東海道歩きの参考本
の中で、江戸川柳を加えたの
はこれ1冊です。それぞれの宿
場を江戸川柳を加えて解説し
てくれます。
楽しめる1冊として紹介させ

てもらいました。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　8月の休館日：毎週月曜日
※祝日は午後5時まで

■「ジモトノシゴト」展　大須賀
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展です。
　期間：8月6日（火）～18日（日）
　※住宅相談・耐震相談　8月18日（日）午後1～3時

■三浦康子さんのおはなし会「えほんをうたおう!」
　静岡県子ども読書アドバイザーの三浦康子さんによるおはなし会。
　とき：8月18日（日）午前11時～11時30分　中央
  午後1時30分～2時　大東
  午後3時～3時30分　大須賀

★日本茶インストラクターと学ぶお茶講座（第1回）  中央
　とき：8月21日（水）午後2時～3時30分

▲名作映画劇場
　鳥井一男さん（塩町）

 30 金 出産を控えた夫婦（予約制） 徳育

市内32か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

各医療機関の診療案内は折り込みの「保存版」または市ホーム
ページ「救急医療」で検索

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～16:30

15 14
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●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
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　とき：8月21日（水）午後2時～3時30分

▲名作映画劇場
　鳥井一男さん（塩町）

 30 金 出産を控えた夫婦（予約制） 徳育

市内32か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

各医療機関の診療案内は折り込みの「保存版」または市ホーム
ページ「救急医療」で検索

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～16:30
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事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①8/10（土）浜北文化セ
ンター（浜松市浜北区）
②8/24（土）静岡市教育
センター（静岡市葵区）
各日12：30～15：30

不登校やニート、
ひきこもりなどで
悩んでいる本人、
保護者、学校
関係者
参加無料

悩みを抱える子ども・若者
のための合同相談会
　県教育委員会社会教育課
（☎054-221-3305）

不登校、ニート、ひきこもり、発達障がいなどの相談
に、相談機関や就労支援団体、学習支援団体、通信
制・定時制高等学校、サポート校、親の会などがブー
スを設置し、個別相談に応じます。
　直接会場へ

8/3・17（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

市内在住・在勤・
在学の方
各日4人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

8/8（木）9：30～16：00
（1人30分）
袋井市役所（袋井市）

ひとり親家庭
の方
相談無料

ひとり親家庭のための
出張個別相談会
　　母子家庭等就業・自立
支援センター（☎054-254-1191）
　こども希望課（☎21-1144）

生活、就業、法律に関する相談会。職業紹介や求職
登録、弁護士による養育費などの相談ができるほか、
県職員による生活相談も行います（託児あり）。
　予約優先。当日受け付け可能

①8/29（木）
中央図書館（掛川）
②9/26（木）
あいり～な（掛川）
各日13：00～16：00

一般市民、聴覚
障がいのある方
やその家族
10人
受講無料

要約筆記入門講座
　　福祉課（☎21-1215・
FAX21-1163）

難聴者の体験発表や聴覚障がいの基礎知識、要約
筆記の基礎などを勉強します。
持ち物　筆記用具
　電話またはFAXで申込（申込順）

8/21（水）13：30～15：30
県食肉衛生検査所（金城）

小学生（保護者同
伴）、中学生、一般
30人
参加無料

安全・安心なお肉の教室
　　県食肉衛生検査所
（☎24-0725）

安全でおいしいお肉は?豚の内臓を触ったり、顕微
鏡を体験したりしてみよう。
　8/14（水）までに電話で申込（申込順）

①-A  2～4歳、10人
①-B  5歳以上、30人
②一般10人
①-A  1,000円
①-B・②2,500円

掛川ひかりのオブジェ展
①夏休み親子工作教室
②おとなの工作教室
　　実行委員会
（☎090-7028-3225）
　産業労働政策課
（☎21-1124）

8/11（日・祝）
①-A  10：30～11：30
①-B  13：00～15：30
②13：00～15：30
西南郷地域生涯学習セン
ター（久保）

大学生とパネルに絵を描いて、ひかりのオブジェを
作ってみませんか。作品は「掛川ひかりのオブジェ
展」に出展します。
　7/8（月）から、申込用紙をホームページからダウ
ンロードし、かけがわ街づくり（株）へFAX（61-1150）
またはメール（kakegawa@machikabu.co.jp）
で申込（申込順） 掛川ひかりのオブジェ展 検索

7/23（火）～9/1（日）
9：00～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

子ども絵画展&習字作品展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

7/23（火）～8/31（土）
9:00～17:00
県総合教育センタ－
「あすなろ」（富部）

どなたでも
入場無料

7/13（土）13：30～15：30
松ヶ岡（十王）

どなたでも
70人
100円（資料代）

第3弾「松ヶ岡物語」
第2回講座（全6回）
　社会教育課（☎21-1158）

7/20（土）13：30～15：30
（受付13：00～）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

7/21（日）13：30～15：30
ワークピア磐田（磐田市）

どなたでも
200人
入場無料

地域医療シンポジウム
in いわた
～みんなで育む地域医療～
　　健康医療課
（☎21-1324・FAX62-6160）

講師は庭師の戸塚啓資さん。「松ヶ岡の庭について」
と題して、その魅力を解説します。
　直接会場へ
「軽減税率って何?あなたのギモンにお答えします」
講師は税理士・中小企業診断士の山尾秀則さん。創
業を考えている方、飲食・小売業など創業した方を対
象にお話しします。
　電話で申込（申込順）
地域医療を考える市民グループによるシンポジウム。
①「医師の需給を巡る国・県の動きと中東遠地域に
おける先進的な取り組み」浜松医科大学　竹内浩
視特任准教授②「住民、家族、地域全体の健康支援
を目指す!森町家庭医療クリニックの挑戦」森町家庭
医療クリニック　鳴本敬一郎所長
　電話またはFAXで申込（申込順）
大須賀区域の幼稚園・保育園児の絵や、地域の子ど
もたちの習字作品を展示します。
　直接会場へ（月曜休館日）
地球環境史ミュージアムの移動展示が「あすなろ」
にやってきます。展示テーマは「化石の世界」。アン
モナイトの実物や200万年前の掛川市の動物や貝
の化石が見られます。夏の自由研究にどうぞ。
　直接会場へ（8/4（日）・11（日・祝）・12（月・振）・
18（日）休館）

7/28（日）①9：30～12：00
②13：30～16：00
（受付各30分前～）
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）

令和2年度
入学希望者
（保護者同伴可）
参加無料

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス
　　総務課（☎0538-43-
8111・FAX0538-43-8122）
https：//axis-ns.jp/

学校の概要説明、学生による体験発表、模擬授業、
施設見学、在校生との懇談会、個別相談など
　7/19（金）までに希望時間（午前・午後）、氏名、居
住地（市）、電話番号、学校名、学年、職業、同伴者人
数を電話またはFAX、学校ホームページで申込（申
込順）

ミュージアムキャラバン
　県総合教育センター
「あすなろ」（☎24-9715）

毎月第2・4土曜日
9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

どなたでも
500円/回

初心者歓迎。青空の下、気功や太極拳でリフ
レッシュしましょう。
　電話で申込

健康太極拳の会会員募集
　板倉（☎23-2317）

8/12（月・振）～9/20（金）毎週
月・金曜日19：00～21：00
いこいの広場テニスコート（細谷）

どなたでも
6,000円

硬式テニスを始めてみようと思っている方、
参加してみませんか。途中からの参加も可
　8/9（金）までに電話で申込

初心者テニス教室（全10回）
　市テニス協会・服部
（☎22-5245）

毎週日曜日　18：30～19：15
　　月曜日　10：00～10：45
スタディカルチャースタジオ（南）

どなたでも
1,000円/回

ストレッチとフラメンコを融合した、簡単で
楽しい体操です。
　電話またはショートメールで申込

フラメンコ体操体験会
　村田（☎090-5346-9774）

毎週木曜日（月4回程度）
初級13：00～15：00
たまり～な（満水）

おおむね63歳以上
700円/回
年会費300円

Shall we dance?　主人公はあなたです。
プロの講師から学びます（見学も歓迎）。
　電話で申込

社交ダンスクラブ
　横山（☎090-1412-7532）

9/28（土）9：30～14：00
草笛の会施設（菊川市）

どなたでも
参加無料

チャリティバザーや模擬店コーナーなどお
楽しみください。
　直接会場へ

第37回くさぶえの祭典
　社会福祉法人草笛の会
（☎73-4665）

7/14（日）14：00～
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

「ハイレゾで聴く!オーケストラの名曲」
クラシックをハイレゾで楽しみます。
　直接会場へ

レコードコンサート
　名曲鑑賞サークル・石橋
（☎090-6643-9463）

7/20（土）17：00～19：00
（雨天時は園内で決行）
あいあい学園（板沢）

どなたでも
入場無料

盆踊り、出店、交流タイムなどをお楽しみく
ださい。
　直接会場へ

あいあい学園夏祭り
　あいあい学園（☎24-6874）

8/12（月・振）
①体験講座11：00～
②開演13：00～
生涯学習センター（御所原）

中高生および
一般
中高生無料、
一般前売り3,500円

シテ方宝生流能楽師の辰巳満次郎さんが体
験講座および舞台を開きます。
　チケットは生涯学習センターやシオーネ
などで販売（中高生は電話で予約）

8/4（日）13：00～
掛川ボデー工業内（満水）

どなたでも
入場無料

県内外の金魚（ランチュウ）愛好家が自慢の魚
を出品。当年生まれの魚の品評会です。
　直接会場へ

きんぎょの品評会
　佐藤（☎22-3570）

8/3（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

幼児～小学校
低学年と保護者
参加無料

大型絵本、人形劇、スクリーンを使った読み
聞かせなどが楽しめます。
　直接会場へ

夏のおたのしみ会
　よみきかせ会ひまわり・
和田（☎23-2649）

8/2（金）13：30～15：30
（受付13：00～）
中部ふくしあ（杉谷南）

どなたでも
60人
参加無料

「発達障害とともに成人期を生きる人たちへの支援
を考える」と題して、小笠病院の鈴木勝昭院長がお
話しします。託児有り（10人・申込順）
　7/19（金）までに氏名、住所、電話番号、所属先を
電話またはFAX、メール（nobiroom@city.kakegawa.
shizuoka.jp）で申込（申込順）

発達凸凹理解講座
　　発達相談支援センター
「のびる～む」
（☎・FAX28-8017）

でこ ぼこ

7/25、8/1・22の木曜日
9：30～10：30
たまり～な（満水）

65歳以上
2,000円（月2回・
教材費別）

オカリナは呼吸、指、耳、目、感性の全てを
使って楽しく奏でるすばらしい楽器です。
　電話で申込

オカリナを楽しもう
　オカリナクラブ秋桜・
児玉（☎080-5130-1976）

コスモス

①8/2（金）～4（日）
②8/3（土）・4（日）
10：00（初日）～15：00（最終日）
ならここの里（原泉）

どなたでも
40人
参加料はコース
や宿泊の有無な
どで異なります。

葛布づくりキャンプ
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

葛から葛布を作る一連の工程を体験できるキャン
プです。掛川市の伝統工芸品を一から作ってみませ
んか。各日日帰り体験も可能です。
　市ホームページ「お知らせ欄」をご覧ください。

8/4・11（祝）・18・25の日曜日
9：00～12：00（勾玉作りは
10：30までに来館）
埋蔵文化財センター（千羽）

どなたでも
参加無料

8月の日曜日は埋蔵文化財センターを開館し「勾玉
作り」「火起こし」の体験講座を行います。各日職員
が展示解説も行います。
　直接会場へ

勾玉作り・火起こし体験
　社会教育課（☎21-1158）

まがだま

初秋の千人の宴
　実行委員会・川人
（☎61-2170）

うたげ
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事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

①8/10（土）浜北文化セ
ンター（浜松市浜北区）
②8/24（土）静岡市教育
センター（静岡市葵区）
各日12：30～15：30

不登校やニート、
ひきこもりなどで
悩んでいる本人、
保護者、学校
関係者
参加無料

悩みを抱える子ども・若者
のための合同相談会
　県教育委員会社会教育課
（☎054-221-3305）

不登校、ニート、ひきこもり、発達障がいなどの相談
に、相談機関や就労支援団体、学習支援団体、通信
制・定時制高等学校、サポート校、親の会などがブー
スを設置し、個別相談に応じます。
　直接会場へ

8/3・17（土）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

市内在住・在勤・
在学の方
各日4人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

8/8（木）9：30～16：00
（1人30分）
袋井市役所（袋井市）

ひとり親家庭
の方
相談無料

ひとり親家庭のための
出張個別相談会
　　母子家庭等就業・自立
支援センター（☎054-254-1191）
　こども希望課（☎21-1144）

生活、就業、法律に関する相談会。職業紹介や求職
登録、弁護士による養育費などの相談ができるほか、
県職員による生活相談も行います（託児あり）。
　予約優先。当日受け付け可能

①8/29（木）
中央図書館（掛川）
②9/26（木）
あいり～な（掛川）
各日13：00～16：00

一般市民、聴覚
障がいのある方
やその家族
10人
受講無料

要約筆記入門講座
　　福祉課（☎21-1215・
FAX21-1163）

難聴者の体験発表や聴覚障がいの基礎知識、要約
筆記の基礎などを勉強します。
持ち物　筆記用具
　電話またはFAXで申込（申込順）

8/21（水）13：30～15：30
県食肉衛生検査所（金城）

小学生（保護者同
伴）、中学生、一般
30人
参加無料

安全・安心なお肉の教室
　　県食肉衛生検査所
（☎24-0725）

安全でおいしいお肉は?豚の内臓を触ったり、顕微
鏡を体験したりしてみよう。
　8/14（水）までに電話で申込（申込順）

①-A  2～4歳、10人
①-B  5歳以上、30人
②一般10人
①-A  1,000円
①-B・②2,500円

掛川ひかりのオブジェ展
①夏休み親子工作教室
②おとなの工作教室
　　実行委員会
（☎090-7028-3225）
　産業労働政策課
（☎21-1124）

8/11（日・祝）
①-A  10：30～11：30
①-B  13：00～15：30
②13：00～15：30
西南郷地域生涯学習セン
ター（久保）

大学生とパネルに絵を描いて、ひかりのオブジェを
作ってみませんか。作品は「掛川ひかりのオブジェ
展」に出展します。
　7/8（月）から、申込用紙をホームページからダウ
ンロードし、かけがわ街づくり（株）へFAX（61-1150）
またはメール（kakegawa@machikabu.co.jp）
で申込（申込順） 掛川ひかりのオブジェ展 検索

7/23（火）～9/1（日）
9：00～17：00
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

子ども絵画展&習字作品展
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

7/23（火）～8/31（土）
9:00～17:00
県総合教育センタ－
「あすなろ」（富部）

どなたでも
入場無料

7/13（土）13：30～15：30
松ヶ岡（十王）

どなたでも
70人
100円（資料代）

第3弾「松ヶ岡物語」
第2回講座（全6回）
　社会教育課（☎21-1158）

7/20（土）13：30～15：30
（受付13：00～）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

7/21（日）13：30～15：30
ワークピア磐田（磐田市）

どなたでも
200人
入場無料

地域医療シンポジウム
in いわた
～みんなで育む地域医療～
　　健康医療課
（☎21-1324・FAX62-6160）

講師は庭師の戸塚啓資さん。「松ヶ岡の庭について」
と題して、その魅力を解説します。
　直接会場へ
「軽減税率って何?あなたのギモンにお答えします」
講師は税理士・中小企業診断士の山尾秀則さん。創
業を考えている方、飲食・小売業など創業した方を対
象にお話しします。
　電話で申込（申込順）
地域医療を考える市民グループによるシンポジウム。
①「医師の需給を巡る国・県の動きと中東遠地域に
おける先進的な取り組み」浜松医科大学　竹内浩
視特任准教授②「住民、家族、地域全体の健康支援
を目指す!森町家庭医療クリニックの挑戦」森町家庭
医療クリニック　鳴本敬一郎所長
　電話またはFAXで申込（申込順）
大須賀区域の幼稚園・保育園児の絵や、地域の子ど
もたちの習字作品を展示します。
　直接会場へ（月曜休館日）
地球環境史ミュージアムの移動展示が「あすなろ」
にやってきます。展示テーマは「化石の世界」。アン
モナイトの実物や200万年前の掛川市の動物や貝
の化石が見られます。夏の自由研究にどうぞ。
　直接会場へ（8/4（日）・11（日・祝）・12（月・振）・
18（日）休館）

7/28（日）①9：30～12：00
②13：30～16：00
（受付各30分前～）
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）

令和2年度
入学希望者
（保護者同伴可）
参加無料

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス
　　総務課（☎0538-43-
8111・FAX0538-43-8122）
https：//axis-ns.jp/

学校の概要説明、学生による体験発表、模擬授業、
施設見学、在校生との懇談会、個別相談など
　7/19（金）までに希望時間（午前・午後）、氏名、居
住地（市）、電話番号、学校名、学年、職業、同伴者人
数を電話またはFAX、学校ホームページで申込（申
込順）

ミュージアムキャラバン
　県総合教育センター
「あすなろ」（☎24-9715）

毎月第2・4土曜日
9：00～10：00
さんりーな東側公園（大池）

どなたでも
500円/回

初心者歓迎。青空の下、気功や太極拳でリフ
レッシュしましょう。
　電話で申込

健康太極拳の会会員募集
　板倉（☎23-2317）

8/12（月・振）～9/20（金）毎週
月・金曜日19：00～21：00
いこいの広場テニスコート（細谷）

どなたでも
6,000円

硬式テニスを始めてみようと思っている方、
参加してみませんか。途中からの参加も可
　8/9（金）までに電話で申込

初心者テニス教室（全10回）
　市テニス協会・服部
（☎22-5245）

毎週日曜日　18：30～19：15
　　月曜日　10：00～10：45
スタディカルチャースタジオ（南）

どなたでも
1,000円/回

ストレッチとフラメンコを融合した、簡単で
楽しい体操です。
　電話またはショートメールで申込

フラメンコ体操体験会
　村田（☎090-5346-9774）

毎週木曜日（月4回程度）
初級13：00～15：00
たまり～な（満水）

おおむね63歳以上
700円/回
年会費300円

Shall we dance?　主人公はあなたです。
プロの講師から学びます（見学も歓迎）。
　電話で申込

社交ダンスクラブ
　横山（☎090-1412-7532）

9/28（土）9：30～14：00
草笛の会施設（菊川市）

どなたでも
参加無料

チャリティバザーや模擬店コーナーなどお
楽しみください。
　直接会場へ

第37回くさぶえの祭典
　社会福祉法人草笛の会
（☎73-4665）

7/14（日）14：00～
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

「ハイレゾで聴く!オーケストラの名曲」
クラシックをハイレゾで楽しみます。
　直接会場へ

レコードコンサート
　名曲鑑賞サークル・石橋
（☎090-6643-9463）

7/20（土）17：00～19：00
（雨天時は園内で決行）
あいあい学園（板沢）

どなたでも
入場無料

盆踊り、出店、交流タイムなどをお楽しみく
ださい。
　直接会場へ

あいあい学園夏祭り
　あいあい学園（☎24-6874）

8/12（月・振）
①体験講座11：00～
②開演13：00～
生涯学習センター（御所原）

中高生および
一般
中高生無料、
一般前売り3,500円

シテ方宝生流能楽師の辰巳満次郎さんが体
験講座および舞台を開きます。
　チケットは生涯学習センターやシオーネ
などで販売（中高生は電話で予約）

8/4（日）13：00～
掛川ボデー工業内（満水）

どなたでも
入場無料

県内外の金魚（ランチュウ）愛好家が自慢の魚
を出品。当年生まれの魚の品評会です。
　直接会場へ

きんぎょの品評会
　佐藤（☎22-3570）

8/3（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

幼児～小学校
低学年と保護者
参加無料

大型絵本、人形劇、スクリーンを使った読み
聞かせなどが楽しめます。
　直接会場へ

夏のおたのしみ会
　よみきかせ会ひまわり・
和田（☎23-2649）

8/2（金）13：30～15：30
（受付13：00～）
中部ふくしあ（杉谷南）

どなたでも
60人
参加無料

「発達障害とともに成人期を生きる人たちへの支援
を考える」と題して、小笠病院の鈴木勝昭院長がお
話しします。託児有り（10人・申込順）
　7/19（金）までに氏名、住所、電話番号、所属先を
電話またはFAX、メール（nobiroom@city.kakegawa.
shizuoka.jp）で申込（申込順）

発達凸凹理解講座
　　発達相談支援センター
「のびる～む」
（☎・FAX28-8017）

でこ ぼこ

7/25、8/1・22の木曜日
9：30～10：30
たまり～な（満水）

65歳以上
2,000円（月2回・
教材費別）

オカリナは呼吸、指、耳、目、感性の全てを
使って楽しく奏でるすばらしい楽器です。
　電話で申込

オカリナを楽しもう
　オカリナクラブ秋桜・
児玉（☎080-5130-1976）

コスモス

①8/2（金）～4（日）
②8/3（土）・4（日）
10：00（初日）～15：00（最終日）
ならここの里（原泉）

どなたでも
40人
参加料はコース
や宿泊の有無な
どで異なります。

葛布づくりキャンプ
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

葛から葛布を作る一連の工程を体験できるキャン
プです。掛川市の伝統工芸品を一から作ってみませ
んか。各日日帰り体験も可能です。
　市ホームページ「お知らせ欄」をご覧ください。

8/4・11（祝）・18・25の日曜日
9：00～12：00（勾玉作りは
10：30までに来館）
埋蔵文化財センター（千羽）

どなたでも
参加無料

8月の日曜日は埋蔵文化財センターを開館し「勾玉
作り」「火起こし」の体験講座を行います。各日職員
が展示解説も行います。
　直接会場へ

勾玉作り・火起こし体験
　社会教育課（☎21-1158）

まがだま

初秋の千人の宴
　実行委員会・川人
（☎61-2170）

うたげ
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

■保険証の更新
現在の保険証（緑色）の有効期限は

7月31日（水）です。新しい保険証（オ
レンジ色）は7月下旬までに郵送しま
すので、住所や氏名などを確認のう
え、8月1日（木）からお使いください。
減額認定証および限度額認定証も

有効期限は7月31日（水）です。対象
者には7月下旬に郵送します。
■保険料などの決定
保険料は前年中の所得に基づき、

「均等割」と「所得割」で計算されま
す。2年に1度改定されます。

■保険料の軽減措置
保険料軽減措置（2割・5割・8割・8.5

割）は均等割2割・5割の判定基準を拡
充して継続されます。
①　社会保険などの被用者保険（い
わゆるサラリーマンの健康保険）の
被扶養者だった方は、所得割額はか
からず、均等割額が2年間は5割軽
減されます。

②　均等割軽減（拡充）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プレミアム付商品券購入引換券
交付申請手続き開始

　　福祉課プレミアム付商品券窓口
（☎21-1217）

東京圏から移住し就職・起業
「移住・就業支援金」

　　観光・シティプロモーション課
（☎21-1121）

平成31年4月1日以降に東京圏から
掛川市へ移住し、静岡県のマッチング
サイトを通じて就職または県が実施
する支援事業を受けて起業した方に
支援金を交付（要事前申
請）します。詳しくは市
ホームページをご覧くだ
さい。
対象　①～③の全てに該当する方
①　直近5年以上東京23区の在住者
または、直近5年以上東京圏に在住
し、東京23区に通勤していた方

②　移住・就業支援事業を実施する都
道府県によるマッチングサイトに移
住・就業支援金の対象として掲載す
る求人に新規就業した方、または県
の事業による起業支援金の交付決
定を受けた方

③　平成31年4月1日以降に市内へ移
住し、申請後5年以上継続して掛川
市へ居住する意思がある方、かつ、
支援金申請が移住後3か月以上1年以内

交付金額　単身での移住60万円、2人
以上の世帯での移住100万円

受付期間　令和2年1月31日（金）

今までに一度も公的な予防接種を
受ける機会がなかった、昭和37年4月
2日～昭和54年4月1日の間に生まれ
た男性を対象に、期間限定で風しんの
抗体検査および予防接種が原則無料
で実施できるようになりました。
今年度は、昭和47年4月2日～昭和

54年4月1日の間に生まれた男性へ、6
月上旬にクーポン券を送付しました。
※送付されない昭和47年4月1日以前
に生まれた対象者も、希望により
クーポン券が発行できます。

無料期間　令和3年度末まで
受診方法　市内外の医療機関で実施
可能。事前予約が必要です。

国民健康保険
限度額適用認定証の更新
　国保年金課（☎21-1143）

後期高齢者医療制度
保険証の更新と保険料の改定

　国保年金課（☎21-1143）

令和3年度末までの期間限定
風しん検査・予防接種無料

　健康医療課（☎23-8111）

看護師や保健師を目指す学生に修
学の機会を与え、将来、掛川市の地
域医療をけん引していける人材の育
成のため、東京女子医科大学看護学
部推薦入学入試の掛川市地域枠が設
けられています。
この推薦入試合格者を対象にした

修学資金貸与制度もあります。
対象　市内の高校に通学している学
生、または本人もしくは保護者が
市内に住所を有する高校生

応募方法　9月6日（金）午後5時まで
に必要書類を健康医療課（徳育保
健センター2階・御所原9-28）へ直
接提出

※必ず要項を取り寄せ、事前に詳細
をご確認ください。

今年10月からの消費税などの税率
引き上げに伴う影響緩和のため、プレ
ミアム付商品券を発行します。次の対
象者①には7月上旬に申請書を送付し
ますので提出（郵送）してください。
対象者
①　平成31年1月1日時点で掛川市に
住民登録があり、平成31年度分の
住民税が課税されていない方（住
民税が課税されている方の被扶養
者、生活保護の受給者は対象外）

②　平成28年4月2日～令和元年9月
30日までの間に生まれた子が属す
る世帯の世帯主は申請不要。9月下
旬ころ購入引換券を送付します。

購入限度額　対象者①は額面額
25,000円（販売額20,000円）、対
象者②は額面額25,000円（販売額
20,000円）×3歳未満の子の数。対
象者①②ともに5,000円単位の分
割販売が可能です。

受付期間　7月1日（月）～11月29日（金）
　郵送の場合は11月29日消印有効
受付会場　市役所3階会議室（午前8
時30分～午後5時15分）

ふくしあ健康相談（8月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　8/16（金） 9：30～11：30
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　掛川市役所
　8/ 6（火） 10：00～11：30
　コープ緑ヶ丘店
　8/19（月） 9:30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　桜木ホール
　8/ 6（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　8/ 7（水） 9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　8/ 1（木） 9：30～11：30
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  令和元年度 
 所得割率 7.85%
 均等割額 40,400円
 賦課限度額 62万円

世帯主を含む全ての被保険者の
総所得金額などの合計

軽減
割合

基礎控除額（33万円）以下 8.5割

「基礎控除額+28万円×世帯の
被保険者数」以下 5割

「基礎控除額+51万円×世帯の
被保険者数」以下 2割

均等割8.5割軽減を受ける世帯の
被保険者全員が年金収入80万円 8割
以下で、そのほか各種所得がない場合　

7月31日（水）に、
現在お持ちの認定証
の有効期限が終了し
ます。8月以降も、入
院または高額の外来
受診を続けられる方
は、認定証の更新手
続きをお願いします。
対象　国民健康保険被保険者で、認
定証を交付されている方

ところ　市役所2階国保年金課、各支
所市民窓口係

交付条件　国民健康保険税の滞納が
ないこと

持ち物　対象者の国民健康保険証、
世帯主の認め印、現在お持ちの限
度額適用認定証、来庁される方の
身分証明書（免許証など）、マイナ
ンバーのわかるもの

※令和元年度の保険料は、8月上旬に
　決定してお知らせする予定です。

「ネット回線が今より安くなりま
す」などの説明を受け、プランの変
更だと思って手続きをしたところ、
別会社との契約だったり、不要なオ
プションが付けられたりしていたと
いう相談が増えています。
説明が理解できなかったという方

も多いので、内容が不明だったり、
迷ったりしたときは、必ず家族や公
的機関に相談しましょう。

「インターネットが安くなる」
うまい話や勧誘に注意

　 市消費生活センター（☎21-1149）

現況届は児童扶養手当の受給資格
を確認する大切なものです。該当する
方へ7月下旬に書類を送付しますの
で、期間内に手続きをお願いします。
受付期間　8月1日（木）～15日（木）
午前8時30分～午後5時15分（市役
所のみ木曜日は午後7時まで）

受付場所　市役所1階こども希望課、
大東ふくしあ、大須賀ふくしあ

児童扶養手当現況届
8月15日（木）まで

　　こども希望課（☎21-1144）

ひとり親家庭の方が利用した子育て
サポート事業の利用料を助成します。
対象・助成額
・保育園延長保育（利用料の2分の1）
・ファミリー・サポート・センター
　（利用料の2分の1）
・放課後児童健全育成（社会福祉協
議会委託以外。月額上限3千円、長
期休暇は月額上限5千円）

富士山の自然保護と渋滞のない快
適な登山を目的にマイカー規制を行
います。有料の乗換駐車場からシャト
ルバス・タクシーをご利用ください。
規制区間　富士宮口（富士スカイライ
ン）、須走口（ふじあざみライン）

規制期間　7月10日（水）～9月10日（火）

富士山マイカー規制
　 県道路企画課（☎054-221-3359）

県は、昭和52年3月までに建築され
たビルや店舗、事務所、倉庫といった
事業用建物などの所有者を対象に、
PCB（ポリ塩化ビフェニル）含有安定
器（照明器具用）の所有者調査を行っ
ています。PCB含有を確認した方は
県まで報告をお願いします。
また、PCB含有安定器の処理期限

は令和3年3月まで。適正な処理をお
願いします。詳しくは県ホームページ
をご覧ください。

県がPCB含有安定器所有者調査
昭和52年3月以前の
事業用建物などが対象

　県廃棄物リサイクル課
（☎054-221-2424）

国民健康保険税第1期、
固定資産税・都市計画税第2期、
納期限は8月5日（月）

　納税課（☎21-1206）

　市役所や支所、市指定金融機関、コ
ンビニエンスストアなどで納付できま
す。口座振替の方は口座残高をご確
認ください。

～納税は口座振替が便利です～

屋外プール一般開放
　 NPO法人掛川市体育協会（☎22-5553）

時間　午前9時～正午、午後1時～4時
※今年度、安養寺の夜間一般開放はありません。

 施設名 営業日 料　金

3歳以上50円、小中学生100円、
高校生以上200円

安養寺運動公園
プール（淡陽）
大東総合運動場
プール（国安）
大須賀海洋センター
プール（沖之須）

7/13（土）・14（日）・15（月・祝）、
7/20（土）～8/25（日）

7/20（土）～8/25（日）

7/20（土）～8/18（日）

3歳以上100円、
小中学生200円、
高校生以上300円

東京女子医科大学看護学部
掛川市地域枠推薦入学入試
および修学資金貸与制度
　　健康医療課地域医療推進室

（☎21-1324）

ひとり親家庭に
子育てサポートの利用料助成
　　こども希望課（☎21-1144）

市消費者協会では、寸劇で消費者被害
防止を呼びかける出前講座を受け付け
中。高齢者サロンや敬老会にお呼びく
ださい。

見本

毎週土曜日か日曜日
9：30～12：00
掛川第一小学校音楽室（掛川）

市内小学生
3,000円/月

合唱、童謡、ミュージカルもやります。歌の
大好きな子、みんなで歌いましょう。
　電話で申込（直接見学も可）

掛川少年少女合唱団
団員募集
　代表・白石（☎23-0932）

毎週水曜日（1時間30分）
①10：00～②14：00～③18：30～
神代地公民館（南）

女性
参加無料

花火大会や納涼祭、今年の夏は自分でゆか
たを着てみましょう。
　参加希望日3日前までに電話で申込

ゆかた着付け無料体験
　戸塚（☎090-9944-2637）
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

■保険証の更新
現在の保険証（緑色）の有効期限は

7月31日（水）です。新しい保険証（オ
レンジ色）は7月下旬までに郵送しま
すので、住所や氏名などを確認のう
え、8月1日（木）からお使いください。
減額認定証および限度額認定証も

有効期限は7月31日（水）です。対象
者には7月下旬に郵送します。
■保険料などの決定
保険料は前年中の所得に基づき、

「均等割」と「所得割」で計算されま
す。2年に1度改定されます。

■保険料の軽減措置
保険料軽減措置（2割・5割・8割・8.5

割）は均等割2割・5割の判定基準を拡
充して継続されます。
①　社会保険などの被用者保険（い
わゆるサラリーマンの健康保険）の
被扶養者だった方は、所得割額はか
からず、均等割額が2年間は5割軽
減されます。

②　均等割軽減（拡充）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プレミアム付商品券購入引換券
交付申請手続き開始

　　福祉課プレミアム付商品券窓口
（☎21-1217）

東京圏から移住し就職・起業
「移住・就業支援金」

　　観光・シティプロモーション課
（☎21-1121）

平成31年4月1日以降に東京圏から
掛川市へ移住し、静岡県のマッチング
サイトを通じて就職または県が実施
する支援事業を受けて起業した方に
支援金を交付（要事前申
請）します。詳しくは市
ホームページをご覧くだ
さい。
対象　①～③の全てに該当する方
①　直近5年以上東京23区の在住者
または、直近5年以上東京圏に在住
し、東京23区に通勤していた方

②　移住・就業支援事業を実施する都
道府県によるマッチングサイトに移
住・就業支援金の対象として掲載す
る求人に新規就業した方、または県
の事業による起業支援金の交付決
定を受けた方

③　平成31年4月1日以降に市内へ移
住し、申請後5年以上継続して掛川
市へ居住する意思がある方、かつ、
支援金申請が移住後3か月以上1年以内

交付金額　単身での移住60万円、2人
以上の世帯での移住100万円

受付期間　令和2年1月31日（金）

今までに一度も公的な予防接種を
受ける機会がなかった、昭和37年4月
2日～昭和54年4月1日の間に生まれ
た男性を対象に、期間限定で風しんの
抗体検査および予防接種が原則無料
で実施できるようになりました。
今年度は、昭和47年4月2日～昭和

54年4月1日の間に生まれた男性へ、6
月上旬にクーポン券を送付しました。
※送付されない昭和47年4月1日以前
に生まれた対象者も、希望により
クーポン券が発行できます。

無料期間　令和3年度末まで
受診方法　市内外の医療機関で実施
可能。事前予約が必要です。

国民健康保険
限度額適用認定証の更新
　国保年金課（☎21-1143）

後期高齢者医療制度
保険証の更新と保険料の改定

　国保年金課（☎21-1143）

令和3年度末までの期間限定
風しん検査・予防接種無料

　健康医療課（☎23-8111）

看護師や保健師を目指す学生に修
学の機会を与え、将来、掛川市の地
域医療をけん引していける人材の育
成のため、東京女子医科大学看護学
部推薦入学入試の掛川市地域枠が設
けられています。
この推薦入試合格者を対象にした

修学資金貸与制度もあります。
対象　市内の高校に通学している学
生、または本人もしくは保護者が
市内に住所を有する高校生

応募方法　9月6日（金）午後5時まで
に必要書類を健康医療課（徳育保
健センター2階・御所原9-28）へ直
接提出

※必ず要項を取り寄せ、事前に詳細
をご確認ください。

今年10月からの消費税などの税率
引き上げに伴う影響緩和のため、プレ
ミアム付商品券を発行します。次の対
象者①には7月上旬に申請書を送付し
ますので提出（郵送）してください。
対象者
①　平成31年1月1日時点で掛川市に
住民登録があり、平成31年度分の
住民税が課税されていない方（住
民税が課税されている方の被扶養
者、生活保護の受給者は対象外）

②　平成28年4月2日～令和元年9月
30日までの間に生まれた子が属す
る世帯の世帯主は申請不要。9月下
旬ころ購入引換券を送付します。

購入限度額　対象者①は額面額
25,000円（販売額20,000円）、対
象者②は額面額25,000円（販売額
20,000円）×3歳未満の子の数。対
象者①②ともに5,000円単位の分
割販売が可能です。

受付期間　7月1日（月）～11月29日（金）
　郵送の場合は11月29日消印有効
受付会場　市役所3階会議室（午前8
時30分～午後5時15分）

ふくしあ健康相談（8月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　8/16（金） 9：30～11：30
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　掛川市役所
　8/ 6（火） 10：00～11：30
　コープ緑ヶ丘店
　8/19（月） 9:30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　桜木ホール
　8/ 6（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　8/ 7（水） 9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　8/ 1（木） 9：30～11：30
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  令和元年度 
 所得割率 7.85%
 均等割額 40,400円
 賦課限度額 62万円

世帯主を含む全ての被保険者の
総所得金額などの合計

軽減
割合

基礎控除額（33万円）以下 8.5割

「基礎控除額+28万円×世帯の
被保険者数」以下 5割

「基礎控除額+51万円×世帯の
被保険者数」以下 2割

均等割8.5割軽減を受ける世帯の
被保険者全員が年金収入80万円 8割
以下で、そのほか各種所得がない場合　

7月31日（水）に、
現在お持ちの認定証
の有効期限が終了し
ます。8月以降も、入
院または高額の外来
受診を続けられる方
は、認定証の更新手
続きをお願いします。
対象　国民健康保険被保険者で、認
定証を交付されている方

ところ　市役所2階国保年金課、各支
所市民窓口係

交付条件　国民健康保険税の滞納が
ないこと

持ち物　対象者の国民健康保険証、
世帯主の認め印、現在お持ちの限
度額適用認定証、来庁される方の
身分証明書（免許証など）、マイナ
ンバーのわかるもの

※令和元年度の保険料は、8月上旬に
　決定してお知らせする予定です。

「ネット回線が今より安くなりま
す」などの説明を受け、プランの変
更だと思って手続きをしたところ、
別会社との契約だったり、不要なオ
プションが付けられたりしていたと
いう相談が増えています。
説明が理解できなかったという方

も多いので、内容が不明だったり、
迷ったりしたときは、必ず家族や公
的機関に相談しましょう。

「インターネットが安くなる」
うまい話や勧誘に注意

　 市消費生活センター（☎21-1149）

現況届は児童扶養手当の受給資格
を確認する大切なものです。該当する
方へ7月下旬に書類を送付しますの
で、期間内に手続きをお願いします。
受付期間　8月1日（木）～15日（木）
午前8時30分～午後5時15分（市役
所のみ木曜日は午後7時まで）

受付場所　市役所1階こども希望課、
大東ふくしあ、大須賀ふくしあ

児童扶養手当現況届
8月15日（木）まで

　　こども希望課（☎21-1144）

ひとり親家庭の方が利用した子育て
サポート事業の利用料を助成します。
対象・助成額
・保育園延長保育（利用料の2分の1）
・ファミリー・サポート・センター
　（利用料の2分の1）
・放課後児童健全育成（社会福祉協
議会委託以外。月額上限3千円、長
期休暇は月額上限5千円）

富士山の自然保護と渋滞のない快
適な登山を目的にマイカー規制を行
います。有料の乗換駐車場からシャト
ルバス・タクシーをご利用ください。
規制区間　富士宮口（富士スカイライ
ン）、須走口（ふじあざみライン）

規制期間　7月10日（水）～9月10日（火）

富士山マイカー規制
　 県道路企画課（☎054-221-3359）

県は、昭和52年3月までに建築され
たビルや店舗、事務所、倉庫といった
事業用建物などの所有者を対象に、
PCB（ポリ塩化ビフェニル）含有安定
器（照明器具用）の所有者調査を行っ
ています。PCB含有を確認した方は
県まで報告をお願いします。
また、PCB含有安定器の処理期限

は令和3年3月まで。適正な処理をお
願いします。詳しくは県ホームページ
をご覧ください。

県がPCB含有安定器所有者調査
昭和52年3月以前の
事業用建物などが対象

　県廃棄物リサイクル課
（☎054-221-2424）

国民健康保険税第1期、
固定資産税・都市計画税第2期、
納期限は8月5日（月）

　納税課（☎21-1206）

　市役所や支所、市指定金融機関、コ
ンビニエンスストアなどで納付できま
す。口座振替の方は口座残高をご確
認ください。

～納税は口座振替が便利です～

屋外プール一般開放
　 NPO法人掛川市体育協会（☎22-5553）

時間　午前9時～正午、午後1時～4時
※今年度、安養寺の夜間一般開放はありません。

 施設名 営業日 料　金

3歳以上50円、小中学生100円、
高校生以上200円

安養寺運動公園
プール（淡陽）
大東総合運動場
プール（国安）
大須賀海洋センター
プール（沖之須）

7/13（土）・14（日）・15（月・祝）、
7/20（土）～8/25（日）

7/20（土）～8/25（日）

7/20（土）～8/18（日）

3歳以上100円、
小中学生200円、
高校生以上300円

東京女子医科大学看護学部
掛川市地域枠推薦入学入試
および修学資金貸与制度
　　健康医療課地域医療推進室

（☎21-1324）

ひとり親家庭に
子育てサポートの利用料助成
　　こども希望課（☎21-1144）

市消費者協会では、寸劇で消費者被害
防止を呼びかける出前講座を受け付け
中。高齢者サロンや敬老会にお呼びく
ださい。

見本

毎週土曜日か日曜日
9：30～12：00
掛川第一小学校音楽室（掛川）

市内小学生
3,000円/月

合唱、童謡、ミュージカルもやります。歌の
大好きな子、みんなで歌いましょう。
　電話で申込（直接見学も可）

掛川少年少女合唱団
団員募集
　代表・白石（☎23-0932）

毎週水曜日（1時間30分）
①10：00～②14：00～③18：30～
神代地公民館（南）

女性
参加無料

花火大会や納涼祭、今年の夏は自分でゆか
たを着てみましょう。
　参加希望日3日前までに電話で申込

ゆかた着付け無料体験
　戸塚（☎090-9944-2637）
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まるごと掛川文化祭2019  文化・芸術イベント情報募集
　　 文化振興課（☎21-1126・FAX21-1165）culture@city.kakegawa.shizuoka.jp

9～11月に市内で行われる文化・芸術イベント情報を募集します。いただいた
情報は「まるごと掛川文化祭2019」として冊子にまとめ、新聞折り込みなどで広
報します。
対象　不特定多数の市民が参加できる文化・芸術イベント（美術、文学、音楽・ダン
ス、地域文化、生活文化、伝統文化）

対象期間　9月1日（日）～11月30日（土）
※対象期間の一部でも可（例：実施期間が11月10日～12月31日など）
掲載料　無料（複数の情報がある場合は優先順位をつけてください。）
申込方法　情報記入票は市役所や各支所にあるチラシの裏面、または市ホーム
ページからダウンロードで入手。7月12日（金）までに市役所3階文化振興課へ
直接提出または郵送（〒436-8650長谷1-1-1）、FAX、メールで申し込み

発行部数　4万部（予定）

生涯お達者市民アワード
健康づくり活動の取り組み募集
　　健康医療課（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

掛川市が目指す「お達者度」県下一
の実現のため、健康づくり活動に取り
組む団体や個人を募集します。
「かけがわ生涯お達者市民アワー

ド」は、市民が身近なところで、継続で
きる健康づくり活動を市内に広げる
取り組みを表彰しています。
募集部門　企業・学校などの部、団体
の部、個人の部

募集期間　7月1日（月）～8月30日（金）
応募方法　市役所や各ふくしあなど
で配布するチラシ裏面の応募用紙
に記入し、メール、FAX、徳育保健
センター内健康医療課または各ふ
くしあに直接提出で応募

子育て世代などの声を市政に
U40-kakegawaミーティング

委員募集
　　市長政策室（☎21-1123）

koho@city.kakegawa.shizuoka.jp

市は、働き世代や子育て世代が行
政と直接意見交換する機会を常設し、
若い方の考えをより市政へ反映する
ため、委員を募集します。
対象　40歳未満の男女
募集人数　若干名
職務内容　年2回程度の会議と市か
らのアンケートへの協力など

任期　1年
応募方法　7月25日（木）までに市
ホームページ（下の二次元コード）
の応募フォームに入力
し応募。（審査のうえ、
結果を個別に通知）

静岡県下水道排水設備工事
責任技術者試験

　　下水道課（☎21-1170）

試験日　10月16日（水）
ところ　静岡商工会議所静岡事務所
会館（静岡市葵区）

受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験を有する者

受験手数料　4,000円
願書配布　7月1日（月）～下水道課
　（浄化センター管理棟3階）で配布
申込期間　7月16日（火）～31日（水）
※事前講習会も開催します。

夏の交通安全県民運動
7月11日（木）～20日（土）

　危機管理課（☎21-1131）

7・8月は水難事故防止強化月間
　危機管理課（☎21-1131）

悲惨な交通事故を起こさないよう
に、市民一人ひとりが交通安全を心掛
け、事故防止に努めましょう。
【運動の重点】
・子どもと高齢者の交通事故防止
・自転車と二輪車の安全利用の推進
・飲酒運転の根絶
・交差点の交通事故防止（「止まる・
見る・待つ」の周知徹底）

　水に親しむ機会が多い季節、海や
川、プールなどでは少しの油断が水の
事故につながります。気象情報に十分
注意し、水難事故防止に心がけてくだ
さい。

市立図書館
雑誌スポンサー募集

　　中央図書館（☎24-5921）

宝くじ県内購入で収益金が県内還元!
サマージャンボ7億円（1等5億円・前後賞各1億円）

サマージャンボミニ5千万円（1等3千万円・前後賞各1千万円）
　（公財）静岡県市町村振興協会（☎054-202-4343）

図書館資料の充実を図るため、雑
誌スポンサーを募集します。雑誌を一
定期間購入していただくと、閲覧用カ
バーにスポンサー名と広告を掲載で
きます。
対象雑誌　図書館が作成する「提供
希望雑誌一覧」から選定

広告内容　図書館の公共性などを損
なう恐れのないもの

対象　企業、商店、団体（審査あり）
提供期間　原則1年以上
応募方法　所定の申込書に必要事項
を記入し、掲載希望の広告（案）と
ともに市内いずれかの図書館に直
接提出で応募

発売期間　7月2日（火）～8月2日（金）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに

使われます。さらに、県内で購入すると静岡県への交付金額に反
映されますので、最寄りの宝くじ売り場でお買い求めください。
※昨年10月からはインターネット販売も始まっています。

市内プール 夏期アルバイト募集
　　NPO法人掛川市体育協会

（☎22-5553）

とき　7月13日（土）～8月25日（日）
ところ　安養寺運動公園プール（淡
陽）、大東総合運動場プール（国
安）、大須賀海洋センタープール
（沖之須）、さんりーな（大池）
勤務時間
　①午前8時30分～午後0時30分
　②午後0時30分～4時30分
　③午前8時30分～午後10時（「さん
りーな」に限る）　

内容　受付、監視業務
応募資格　①高校生以上（高校生は
学校の許可が必要・夜間不可）②監
視業務は25㍍以上泳げる

時給　910円～（交通費込み）
選考方法　面談により選考（応募順）
応募方法　電話で応募

10月1日から軽減税率制度開始
仕入税額控除の方式変更
　消費税軽減税率電話相談センター

　（☎0120-205-553）
　軽減税率対策補助金事務局

　（☎0120-398-111）

今年10月1日から消費税・地方消費
税の軽減税率制度がスタート。全ての
事業者に関係があります。レジ導入な
どに対する補助金もあります。
詳しくは国税庁ホームページで。

市民団体が自主的に企画・運営する
講座を募集します。
応募資格　市内を主な活動地域にし
ている団体で、政治または宗教活
動、営利を目的としない団体など。

対象事業　次の全てを満たす事業
　①男女共同参画社会の実現に向け
た内容②広く一般に公開されるも
の③市と共催して参加者を募集④
自主的に企画・運営⑤令和2年1月
31日（金）までに実施予定⑥ほかの
補助金を申請していない

支援内容　講師料（上限3万円）やチ
ラシ作成費用、企画・運営への助言

募集枠　3枠程度
応募方法　応募用紙は市役所5階企
画政策課、各支所で配付、または市
ホームページからダウンロードで入
手。8月30日（金）（必着）までに郵
送（〒436-8650長谷1-1-1）または
企画政策課に直接提出で応募

「男女共同参画推進企画講座」
企画・運営市民団体募集
　　 企画政策課（☎21-1127）

kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

募集職種・人員　実習指導教員または
看護教員のいずれか1人

受験資格　経験年数や大学での科目
履修条件などがあります。

処遇　公務員としての正規職員。実
習指導教員は国家公務員看護師の
給与に、看護教員は県高等学校教
員の給与に準じます。

受付期間　10月18日（金）まで
試験日　応募者に後日連絡
試験会場　東海アクシス看護専門学校
（袋井市）

採用時期　令和2年4月
応募方法　履歴書や看護師免許証（ま
たは保健師・助産師免許証）の写
し、卒業証明書、単位取得証明書な
どの書類を学校（総務課）へ直接提
出で応募

※受験資格、試験方法、応募方法など
詳しくはお問い合わせください。

実習指導・看護教員を募集
東海アクシス看護専門学校
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

採用予定人員　1人
受験資格　看護師または准看護師
雇用期間　採用後～令和2年3月31日
（更新あり・雇用開始日は応相談）
業務内容　けがや病気の対応、園内
医療関係事務など

勤務場所　市立すこやかこども園（宮
脇・認定こども園）

勤務時間　午前8時30分～午後5時
15分（時短勤務は応相談　※6時
間未満は時給）

基本賃金　月額211,100円（准看護
師は月額172,800円）週5日1日
7.75時間を規準

　※6時間未満の場合は時給1,300円
（准看護師は時給1,060円）
そのほか　有給休暇や社会保険など
もありますので、お気軽にお問い合
わせください。選考方法は面接実施
後、結果を個別に通知します。

※採用決定次第、募集を終了します。

市立すこやかこども園（宮脇）
看護師（非常勤職員）急募!
　　こども希望課（☎21-1205）

令和元年6月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 321 8,148,740
 法人 486 252,776,627
 団体 319 11,366,511
 合計 1,126 272,291,878

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）

綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）

 7/ 6 （土）
  7 （日）
  13 （土）
  14 （日）
  15 （月・祝）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
  28 （日）
 8/ 3 （土）
  4 （日）

 7/ 6 （土）
  7 （日）
  13 （土）
  14 （日）
  15 （月・祝）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
  28 （日）
 8/ 3 （土）
  4 （日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 7/6～8/4

軽減税率　国税庁 検索

 H31.1月以降 前年比
件数（件） 290 －63
死者数（人）　 1 0
負傷者数（人） 417 －54

掛川警察署管内の人身事故（6月12日現在）
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まるごと掛川文化祭2019  文化・芸術イベント情報募集
　　 文化振興課（☎21-1126・FAX21-1165）culture@city.kakegawa.shizuoka.jp

9～11月に市内で行われる文化・芸術イベント情報を募集します。いただいた
情報は「まるごと掛川文化祭2019」として冊子にまとめ、新聞折り込みなどで広
報します。
対象　不特定多数の市民が参加できる文化・芸術イベント（美術、文学、音楽・ダン
ス、地域文化、生活文化、伝統文化）

対象期間　9月1日（日）～11月30日（土）
※対象期間の一部でも可（例：実施期間が11月10日～12月31日など）
掲載料　無料（複数の情報がある場合は優先順位をつけてください。）
申込方法　情報記入票は市役所や各支所にあるチラシの裏面、または市ホーム
ページからダウンロードで入手。7月12日（金）までに市役所3階文化振興課へ
直接提出または郵送（〒436-8650長谷1-1-1）、FAX、メールで申し込み

発行部数　4万部（予定）

生涯お達者市民アワード
健康づくり活動の取り組み募集
　　健康医療課（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

掛川市が目指す「お達者度」県下一
の実現のため、健康づくり活動に取り
組む団体や個人を募集します。
「かけがわ生涯お達者市民アワー

ド」は、市民が身近なところで、継続で
きる健康づくり活動を市内に広げる
取り組みを表彰しています。
募集部門　企業・学校などの部、団体
の部、個人の部

募集期間　7月1日（月）～8月30日（金）
応募方法　市役所や各ふくしあなど
で配布するチラシ裏面の応募用紙
に記入し、メール、FAX、徳育保健
センター内健康医療課または各ふ
くしあに直接提出で応募

子育て世代などの声を市政に
U40-kakegawaミーティング

委員募集
　　市長政策室（☎21-1123）

koho@city.kakegawa.shizuoka.jp

市は、働き世代や子育て世代が行
政と直接意見交換する機会を常設し、
若い方の考えをより市政へ反映する
ため、委員を募集します。
対象　40歳未満の男女
募集人数　若干名
職務内容　年2回程度の会議と市か
らのアンケートへの協力など

任期　1年
応募方法　7月25日（木）までに市
ホームページ（下の二次元コード）
の応募フォームに入力
し応募。（審査のうえ、
結果を個別に通知）

静岡県下水道排水設備工事
責任技術者試験

　　下水道課（☎21-1170）

試験日　10月16日（水）
ところ　静岡商工会議所静岡事務所
会館（静岡市葵区）

受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験を有する者

受験手数料　4,000円
願書配布　7月1日（月）～下水道課
　（浄化センター管理棟3階）で配布
申込期間　7月16日（火）～31日（水）
※事前講習会も開催します。

夏の交通安全県民運動
7月11日（木）～20日（土）

　危機管理課（☎21-1131）

7・8月は水難事故防止強化月間
　危機管理課（☎21-1131）

悲惨な交通事故を起こさないよう
に、市民一人ひとりが交通安全を心掛
け、事故防止に努めましょう。
【運動の重点】
・子どもと高齢者の交通事故防止
・自転車と二輪車の安全利用の推進
・飲酒運転の根絶
・交差点の交通事故防止（「止まる・
見る・待つ」の周知徹底）

　水に親しむ機会が多い季節、海や
川、プールなどでは少しの油断が水の
事故につながります。気象情報に十分
注意し、水難事故防止に心がけてくだ
さい。

市立図書館
雑誌スポンサー募集

　　中央図書館（☎24-5921）

宝くじ県内購入で収益金が県内還元!
サマージャンボ7億円（1等5億円・前後賞各1億円）

サマージャンボミニ5千万円（1等3千万円・前後賞各1千万円）
　（公財）静岡県市町村振興協会（☎054-202-4343）

図書館資料の充実を図るため、雑
誌スポンサーを募集します。雑誌を一
定期間購入していただくと、閲覧用カ
バーにスポンサー名と広告を掲載で
きます。
対象雑誌　図書館が作成する「提供
希望雑誌一覧」から選定

広告内容　図書館の公共性などを損
なう恐れのないもの

対象　企業、商店、団体（審査あり）
提供期間　原則1年以上
応募方法　所定の申込書に必要事項
を記入し、掲載希望の広告（案）と
ともに市内いずれかの図書館に直
接提出で応募

発売期間　7月2日（火）～8月2日（金）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに

使われます。さらに、県内で購入すると静岡県への交付金額に反
映されますので、最寄りの宝くじ売り場でお買い求めください。
※昨年10月からはインターネット販売も始まっています。

市内プール 夏期アルバイト募集
　　NPO法人掛川市体育協会

（☎22-5553）

とき　7月13日（土）～8月25日（日）
ところ　安養寺運動公園プール（淡
陽）、大東総合運動場プール（国
安）、大須賀海洋センタープール
（沖之須）、さんりーな（大池）
勤務時間
　①午前8時30分～午後0時30分
　②午後0時30分～4時30分
　③午前8時30分～午後10時（「さん
りーな」に限る）　

内容　受付、監視業務
応募資格　①高校生以上（高校生は
学校の許可が必要・夜間不可）②監
視業務は25㍍以上泳げる

時給　910円～（交通費込み）
選考方法　面談により選考（応募順）
応募方法　電話で応募

10月1日から軽減税率制度開始
仕入税額控除の方式変更
　消費税軽減税率電話相談センター

　（☎0120-205-553）
　軽減税率対策補助金事務局

　（☎0120-398-111）

今年10月1日から消費税・地方消費
税の軽減税率制度がスタート。全ての
事業者に関係があります。レジ導入な
どに対する補助金もあります。
詳しくは国税庁ホームページで。

市民団体が自主的に企画・運営する
講座を募集します。
応募資格　市内を主な活動地域にし
ている団体で、政治または宗教活
動、営利を目的としない団体など。

対象事業　次の全てを満たす事業
　①男女共同参画社会の実現に向け
た内容②広く一般に公開されるも
の③市と共催して参加者を募集④
自主的に企画・運営⑤令和2年1月
31日（金）までに実施予定⑥ほかの
補助金を申請していない

支援内容　講師料（上限3万円）やチ
ラシ作成費用、企画・運営への助言

募集枠　3枠程度
応募方法　応募用紙は市役所5階企
画政策課、各支所で配付、または市
ホームページからダウンロードで入
手。8月30日（金）（必着）までに郵
送（〒436-8650長谷1-1-1）または
企画政策課に直接提出で応募

「男女共同参画推進企画講座」
企画・運営市民団体募集
　　 企画政策課（☎21-1127）

kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

募集職種・人員　実習指導教員または
看護教員のいずれか1人

受験資格　経験年数や大学での科目
履修条件などがあります。

処遇　公務員としての正規職員。実
習指導教員は国家公務員看護師の
給与に、看護教員は県高等学校教
員の給与に準じます。

受付期間　10月18日（金）まで
試験日　応募者に後日連絡
試験会場　東海アクシス看護専門学校
（袋井市）
採用時期　令和2年4月
応募方法　履歴書や看護師免許証（ま
たは保健師・助産師免許証）の写
し、卒業証明書、単位取得証明書な
どの書類を学校（総務課）へ直接提
出で応募

※受験資格、試験方法、応募方法など
詳しくはお問い合わせください。

実習指導・看護教員を募集
東海アクシス看護専門学校
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

採用予定人員　1人
受験資格　看護師または准看護師
雇用期間　採用後～令和2年3月31日
（更新あり・雇用開始日は応相談）
業務内容　けがや病気の対応、園内
医療関係事務など

勤務場所　市立すこやかこども園（宮
脇・認定こども園）

勤務時間　午前8時30分～午後5時
15分（時短勤務は応相談　※6時
間未満は時給）

基本賃金　月額211,100円（准看護
師は月額172,800円）週5日1日
7.75時間を規準

　※6時間未満の場合は時給1,300円
（准看護師は時給1,060円）
そのほか　有給休暇や社会保険など
もありますので、お気軽にお問い合
わせください。選考方法は面接実施
後、結果を個別に通知します。

※採用決定次第、募集を終了します。

市立すこやかこども園（宮脇）
看護師（非常勤職員）急募!
　　こども希望課（☎21-1205）

令和元年6月13日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 321 8,148,740
 法人 486 252,776,627
 団体 319 11,366,511
 合計 1,126 272,291,878

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）

綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）

 7/ 6 （土）
  7 （日）
  13 （土）
  14 （日）
  15 （月・祝）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
  28 （日）
 8/ 3 （土）
  4 （日）

 7/ 6 （土）
  7 （日）
  13 （土）
  14 （日）
  15 （月・祝）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
  28 （日）
 8/ 3 （土）
  4 （日）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 7/6～8/4

軽減税率　国税庁 検索

 H31.1月以降 前年比
件数（件） 290 －63
死者数（人）　 1 0
負傷者数（人） 417 －54

掛川警察署管内の人身事故（6月12日現在）

クーちゃん
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講座名 とき・ところ 対象・定員 内容・参加料（１人分） 申込方法

講座名 とき・ところ 対象・定員 内容・参加料（１人分） 申込方法

参加料の記載が無い講座は「参加無料」、申込方法に「抽選」の記載が無い講座は「申込順」です。
●申込方法　　　電話 　　FAX 　　メール 　　来館で申し込み　　　申し込み多数のときは抽選電話 来館FAX 抽選

夏休み子ども講座
葛糸のランプシェード
作り

7/20（土）
13：00～16：00
竹の丸（掛川）

「達人に学び伝える会」の指導
で、葛糸を使ってランプシェード
を作ろう。
●参加料　800円（材料費など）

小学生
15人

7/10（水）～

竹の丸（☎22-2112）
電話

夏休み文化財教室
遺跡の発掘を体験
しよう!

8/3（土）
① 9：00～11：30
②13：00～16：00
吉岡大塚古墳集合（吉岡）
雨天延期

吉岡下ノ段遺跡で発掘を体験。土
器を発見してみましょう。整備工
事中の吉岡大塚古墳も見学しま
す。

市内在住の小中
学生（4年生以下
は保護者同伴）
各回20人

7/16（火）～

社会教育課
（☎21-1158）

電話

夏の木工教室

8/3（土）
①椅子10：00～12：00
②ラック13：00～15：00
たまり～な（満水）

掛川産の木材で背付き椅子や富
士山ラックを作ろう。職人さんが
ていねいに教えてくれます。
●参加料　1,700円

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）
各回20人

7/29（月）まで
　　　火曜休館
たまり～な
（☎24-2722）

電話

流しそうめん体験

7/21（日）
12：00～14：00
たまり～な（満水）
雨天中止

竹で台を作り、流しそうめんを食
べよう。茶そばも一緒に流します。
●参加料　500円
〇持ち物　帽子、水筒

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）
20人

7/15（月・祝）まで
　　　火曜休館
たまり～な
（☎24-2722）

電話

夏休み子ども
フェスティバル

7/27（土）
9：30～13：00
大東北公民館（下土方）

直接会場へ
大東北公民館
（☎74-2200）

化石体験、工作体験、マジック
ショー、消防車乗車体験など
●参加料　子ども100円

未就学児～小学
生と保護者

捨てる油で
キャンドルを作ろう

8/4（日）
13：00～15：00
環境資源ギャラリー
（満水）

廃油を使って好きな色、香りの
キャンドルづくり。環境を学べる
施設見学も行います。

小学生
15人

7/18（木）～25（木）

環境資源ギャラリー
（☎23-2273）

電話

夏休み親子社会見学
水道水ができるまで

8/6（火）
8：30～17：30
掛川浄化センター管理棟
（長谷）

長島ダム（川根本町）、相賀浄水
場・川口取水口（島田市）を見学。
水道水ができるまでを学びます。
〇持ち物　昼食、飲み物、筆記用具

市内小学4～6年
生と保護者
12組

7/22（月）まで

水道課（☎21-1717）
電話

こうみんかんへ行こう！
「ちょこっと工作」

8/3（土）
13：30～15：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

直接会場へ
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

折り紙、かざぐるま、バルーンアー
トなど、地域の達人とふれあいな
がら技や知識を習います。

どなたでも

名木巨木めぐり
8/7（水）
9：00～16：00
市役所出発（長谷）

「掛川市巨木・名木ガイドブック」
掲載の一部をバスで巡ります。
〇持ち物　昼食、飲み物

小学生（4年生以
下は保護者同伴）
30人

7/8（月）～31（水）

維持管理課（☎21-1154）
tosikei@city.kake
gawa.shizuoka.jp

電話

親子で体験
「豆腐づくり」

8/4（日）
13：30～15：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

「豆腐はどうやってできるのか
な」わくわく&おいしい体験
●参加料　700円/組
〇持ち物　タッパー（600cc程度）
エプロン、三角巾、上靴ほか

4歳以上の子ど
もと保護者
12組

ねことけいをつくろう
～とけいのしくみ～

8/3（土）
9：30～11：30
大須賀図書館（西大渕）

来館電話
7/9（火）9：００～
　　　　　月曜休館
大須賀図書館
（☎48-5269）

横須賀高校の生徒さんと、ネコの
絵を描いてオリジナル時計を作
ります。
〇持ち物　絵の具セット、筆記用
具、汚れてもよい服装

小学生
15人

からくりボックスを
つくろう!

8/7（水）
13：30～15：00
大東図書館（大坂）

来館電話
7/24（水）9：00～
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

持ち手を回すと動物が走り出す!
からくりボックスを作ります!
〇持ち物　定規、油性ペン、はさみ

小学生
15人

子ども将棋体験講座

①8/7（水）・②8（木）・③10（土）
9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
①8/2（金）・②3（土）・③6（火）まで
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

将棋ゲーム遊び、本将棋初心者、
本将棋対戦の3つのコースに分か
れて将棋を楽しみます。

幼児および小中学生
各開催日30人

ホログラム万華鏡を
つくろう!

8/8（木）
13：00～14：00
大東図書館（大坂）

来館電話
7/17（水）9：00～
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

掛川工業高校の生徒さんと虹色
の光を放つホログラム万華鏡を
作ります。

小学生
15人

楽しく学ぼう
お金のいろいろ

8/17（土）
13：30～15：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

金融広報アドバイザーから、経済
の仕組みやお金の上手な使い方
などを学びます。

小学生
30人

「どうぶつしょうぎ」を
手作りして、対戦して
みよう

8/18（日）
9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

段ボール紙で盤と駒を作製。ルー
ルを覚えて対戦も楽しみます。
〇持ち物　段ボール、はさみ、ク
レヨンほか

年長以上
12人

だいとう夏休みの学校
「ぶらっと亀次郎!!」

8/21（水）
9：30～15：00
大東図書館（大坂）

来館電話
8/6（火）9：00~
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

小学3～6年生
15人

中国の首相を務めた「周恩来」の
恩師、松本亀次郎の生家周辺の
スポットをぶらっと歩きます。

しゅうおんらい

～あそびがアートになる～
ドミノアート

8/17（土）
10：30～11：30
15：00～16：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

直接会場へ
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

広々とした公民館のロビーでドミ
ノ遊び。カラフルなドミノを並べ
て、アート体験しよう!

どなたでも

夏休み親子医学講座
「自分の細胞を
 見てみましょう」

7/27（土）
13：30～15：00
東京女子医科大学大東
キャンパス（下土方）

目では見えないほど小さな自分
自身の細胞を顕微鏡で観察し、写
真を撮ります。

小学3～6年生
と保護者
15組

7/6（土）9：00～

吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

電話

ダンボールで迷路を
つくろう!

8/1（木）
13：30～15：30
中央図書館（掛川）

段ボールを使ってビー玉迷路を作
ります。ビー玉を転がして遊ぼう!

小学生15人
（3年生以下は
保護者同伴）

7/2（火）9:00～ 7（日）17:00

月曜休館
中央図書館（☎24-5921）

来館 抽選電話

掛工生による工作講座
「紙ひこうきをとばそう!」

8/20（火）
13：30～15：00
中央図書館（掛川）

掛川工業高校の生徒さんと紙の
パーツを組み立てて、飛行機を
作ります。何㍍飛ばせるかな?

小学生
（3年生以下は
保護者同伴）
30人

7/16（火）9：00～ 21（日）17:00

月曜休館
中央図書館（☎24-5921）

来館 抽選電話

7/1（月）9：00～

ステンドグラス美術館
（☎29-5680）

電話
夏休みステンドグラス
体験講座
①3時間コース
②2日間コース

南部地区
7/30（火）・31（水）
大須賀中央公民館（西大渕）
掛川地区
8/1（木）～4（日）
竹の丸（掛川）
午前　 9：00～12：00
午後　13：00～16：00

①絵付けのみ3時間コース
期間中の好きな時間帯1コマ
（作品は後日お渡しします）
●参加料　1,100円
②絵付け組立の2日間コース
期間中の好きな2日間
（作品は当日お渡しします）
●参加料　2,200円

小学生
各時間帯12人

トートバッグを
デコレーション

7/27（土）
14：00～15：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

芋はんこと好きなパーツで自分だ
けのバッグをデザインしよう。
●参加料　300円
〇持ち物　飲み物、バッグにつけ
るパーツなど

小学生
12人

7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

来館電話

フェルトでケーキを
つくろう!

7/27（土）
9：30～11：00
大須賀図書館（西大渕）

針と糸を使わず、フェルトで思わ
ず食べたくなるミルフィーユケー
キを作ります。

小学生（2年生以
下は保護者同伴）
12人

7/9（火）9:00~
　　　　　月曜休館
大須賀図書館（☎48-5269）

来館電話
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夏休み子ども講座
葛糸のランプシェード
作り

7/20（土）
13：00～16：00
竹の丸（掛川）

「達人に学び伝える会」の指導
で、葛糸を使ってランプシェード
を作ろう。
●参加料　800円（材料費など）

小学生
15人

7/10（水）～

竹の丸（☎22-2112）
電話

夏休み文化財教室
遺跡の発掘を体験
しよう!

8/3（土）
① 9：00～11：30
②13：00～16：00
吉岡大塚古墳集合（吉岡）
雨天延期

吉岡下ノ段遺跡で発掘を体験。土
器を発見してみましょう。整備工
事中の吉岡大塚古墳も見学しま
す。

市内在住の小中
学生（4年生以下
は保護者同伴）
各回20人

7/16（火）～

社会教育課
（☎21-1158）

電話

夏の木工教室

8/3（土）
①椅子10：00～12：00
②ラック13：00～15：00
たまり～な（満水）

掛川産の木材で背付き椅子や富
士山ラックを作ろう。職人さんが
ていねいに教えてくれます。
●参加料　1,700円

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）
各回20人

7/29（月）まで
　　　火曜休館
たまり～な
（☎24-2722）

電話

流しそうめん体験

7/21（日）
12：00～14：00
たまり～な（満水）
雨天中止

竹で台を作り、流しそうめんを食
べよう。茶そばも一緒に流します。
●参加料　500円
〇持ち物　帽子、水筒

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）
20人

7/15（月・祝）まで
　　　火曜休館
たまり～な
（☎24-2722）

電話

夏休み子ども
フェスティバル

7/27（土）
9：30～13：00
大東北公民館（下土方）

直接会場へ
大東北公民館
（☎74-2200）

化石体験、工作体験、マジック
ショー、消防車乗車体験など
●参加料　子ども100円

未就学児～小学
生と保護者

捨てる油で
キャンドルを作ろう

8/4（日）
13：00～15：00
環境資源ギャラリー
（満水）

廃油を使って好きな色、香りの
キャンドルづくり。環境を学べる
施設見学も行います。

小学生
15人

7/18（木）～25（木）

環境資源ギャラリー
（☎23-2273）

電話

夏休み親子社会見学
水道水ができるまで

8/6（火）
8：30～17：30
掛川浄化センター管理棟
（長谷）

長島ダム（川根本町）、相賀浄水
場・川口取水口（島田市）を見学。
水道水ができるまでを学びます。
〇持ち物　昼食、飲み物、筆記用具

市内小学4～6年
生と保護者
12組

7/22（月）まで

水道課（☎21-1717）
電話

こうみんかんへ行こう！
「ちょこっと工作」

8/3（土）
13：30～15：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

直接会場へ
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

折り紙、かざぐるま、バルーンアー
トなど、地域の達人とふれあいな
がら技や知識を習います。

どなたでも

名木巨木めぐり
8/7（水）
9：00～16：00
市役所出発（長谷）

「掛川市巨木・名木ガイドブック」
掲載の一部をバスで巡ります。
〇持ち物　昼食、飲み物

小学生（4年生以
下は保護者同伴）
30人

7/8（月）～31（水）

維持管理課（☎21-1154）
tosikei@city.kake
gawa.shizuoka.jp

電話

親子で体験
「豆腐づくり」

8/4（日）
13：30～15：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

「豆腐はどうやってできるのか
な」わくわく&おいしい体験
●参加料　700円/組
〇持ち物　タッパー（600cc程度）
エプロン、三角巾、上靴ほか

4歳以上の子ど
もと保護者
12組

ねことけいをつくろう
～とけいのしくみ～

8/3（土）
9：30～11：30
大須賀図書館（西大渕）

来館電話
7/9（火）9：００～
　　　　　月曜休館
大須賀図書館
（☎48-5269）

横須賀高校の生徒さんと、ネコの
絵を描いてオリジナル時計を作
ります。
〇持ち物　絵の具セット、筆記用
具、汚れてもよい服装

小学生
15人

からくりボックスを
つくろう!

8/7（水）
13：30～15：00
大東図書館（大坂）

来館電話
7/24（水）9：00～
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

持ち手を回すと動物が走り出す!
からくりボックスを作ります!
〇持ち物　定規、油性ペン、はさみ

小学生
15人

子ども将棋体験講座

①8/7（水）・②8（木）・③10（土）
9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
①8/2（金）・②3（土）・③6（火）まで
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

将棋ゲーム遊び、本将棋初心者、
本将棋対戦の3つのコースに分か
れて将棋を楽しみます。

幼児および小中学生
各開催日30人

ホログラム万華鏡を
つくろう!

8/8（木）
13：00～14：00
大東図書館（大坂）

来館電話
7/17（水）9：00～
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

掛川工業高校の生徒さんと虹色
の光を放つホログラム万華鏡を
作ります。

小学生
15人

楽しく学ぼう
お金のいろいろ

8/17（土）
13：30～15：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

金融広報アドバイザーから、経済
の仕組みやお金の上手な使い方
などを学びます。

小学生
30人

「どうぶつしょうぎ」を
手作りして、対戦して
みよう

8/18（日）
9：30～11：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

来館電話
7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

段ボール紙で盤と駒を作製。ルー
ルを覚えて対戦も楽しみます。
〇持ち物　段ボール、はさみ、ク
レヨンほか

年長以上
12人

だいとう夏休みの学校
「ぶらっと亀次郎!!」

8/21（水）
9：30～15：00
大東図書館（大坂）

来館電話
8/6（火）9：00~
　　　　　月曜休館
大東図書館（☎72-1143）

小学3～6年生
15人

中国の首相を務めた「周恩来」の
恩師、松本亀次郎の生家周辺の
スポットをぶらっと歩きます。

しゅうおんらい

～あそびがアートになる～
ドミノアート

8/17（土）
10：30～11：30
15：00～16：00
大須賀中央公民館
（西大渕）

直接会場へ
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

広々とした公民館のロビーでドミ
ノ遊び。カラフルなドミノを並べ
て、アート体験しよう!

どなたでも

夏休み親子医学講座
「自分の細胞を
 見てみましょう」

7/27（土）
13：30～15：00
東京女子医科大学大東
キャンパス（下土方）

目では見えないほど小さな自分
自身の細胞を顕微鏡で観察し、写
真を撮ります。

小学3～6年生
と保護者
15組

7/6（土）9：00～

吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

電話

ダンボールで迷路を
つくろう!

8/1（木）
13：30～15：30
中央図書館（掛川）

段ボールを使ってビー玉迷路を作
ります。ビー玉を転がして遊ぼう!

小学生15人
（3年生以下は
保護者同伴）

7/2（火）9:00～ 7（日）17:00

月曜休館
中央図書館（☎24-5921）

来館 抽選電話

掛工生による工作講座
「紙ひこうきをとばそう!」

8/20（火）
13：30～15：00
中央図書館（掛川）

掛川工業高校の生徒さんと紙の
パーツを組み立てて、飛行機を
作ります。何㍍飛ばせるかな?

小学生
（3年生以下は
保護者同伴）
30人

7/16（火）9：00～ 21（日）17:00

月曜休館
中央図書館（☎24-5921）

来館 抽選電話

7/1（月）9：00～

ステンドグラス美術館
（☎29-5680）

電話
夏休みステンドグラス
体験講座
①3時間コース
②2日間コース

南部地区
7/30（火）・31（水）
大須賀中央公民館（西大渕）
掛川地区
8/1（木）～4（日）
竹の丸（掛川）
午前　 9：00～12：00
午後　13：00～16：00

①絵付けのみ3時間コース
期間中の好きな時間帯1コマ
（作品は後日お渡しします）
●参加料　1,100円
②絵付け組立の2日間コース
期間中の好きな2日間
（作品は当日お渡しします）
●参加料　2,200円

小学生
各時間帯12人

トートバッグを
デコレーション

7/27（土）
14：00～15：30
大須賀中央公民館
（西大渕）

芋はんこと好きなパーツで自分だ
けのバッグをデザインしよう。
●参加料　300円
〇持ち物　飲み物、バッグにつけ
るパーツなど

小学生
12人

7/6（土）～
　　　　　月曜休館
大須賀中央公民館
（☎48-1012）

来館電話

フェルトでケーキを
つくろう!

7/27（土）
9：30～11：00
大須賀図書館（西大渕）

針と糸を使わず、フェルトで思わ
ず食べたくなるミルフィーユケー
キを作ります。

小学生（2年生以
下は保護者同伴）
12人

7/9（火）9:00~
　　　　　月曜休館
大須賀図書館（☎48-5269）

来館電話
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市指定有形文化財の「松ヶ岡」にゆかりのある
工芸品が市に寄贈され、山﨑家と交流のあった故
鷹森均一氏の孫、鷹森千佳さんらが松井市長に手
渡しました。
寄贈されたの
は、山﨑家から
譲り受けた、屏
風や掛け軸など
36点。明治天皇
が宿泊時に使用
したとされる扇
型の大皿も含ま
れています。

市ホームページ「広報かけがわ」PDF版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
また、広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。

▲地元住民らが登壇し森林の可能性を探ったパネル討論

▲活動計画や団体などの連携について話し合われた総会

6/14

森林や里山に携わる人々が交流を通じて課
題の解決を考える「森林と市民を結ぶ全国の集
い2019 in 静岡・掛川」（同実行委員会主催）が
倉真地区で開かれ、県内外から約250人が参加
しました。15日には哲学者・内山節さんの基
調講演や地元の若者らによるパネル討論が行わ
れ、参加者は森の新しい価値や社会的な仕組み
づくりなどを考えました。

▲大太鼓を思い切りたたき城下に時を告げる園児ら

6/10

市内の自主防犯活動団体でつくる「安全安
心まちづくり推進協議会」（小林豊代表）の総会
が生涯学習センターで開かれ、約30人が出席
し今後の防犯対策などの情報を共有しました。
松井市長は5月の川崎市殺傷事件にふれ、
「地域や学校、警察、企業、行政などが連携し、
子どもの見守り強化と犯罪抑止向上の対策・対
応を考えていきたい」と語気を強めました。

連携強化で犯罪抑止力向上
安全安心まちづくり総会5/23 松ヶ岡ゆかりの品寄贈

掛け軸など36点

報刻の音、城下に響く
令和初の太鼓打ち鳴らし式

森の新しい価値を考える
全国の集い2019 in 掛川

▲カヌーを前に久保田副市長（右）へ結果を報告する大橋さん

5/30

5月に岡山県で行われたカヌー競技「2019
全国ジュニアスラローム中学生の部」で3位入
賞した大浜中学校3年の大橋響さんが、市役所
で久保田副市長に結果を報告しました。スラ
ロームは、川のコース中に設置されたポールを
通過する技術と所要時間を競う競技。全長361
㌢のカヌーをパドル1本で操ります。大橋さん
は「今後も続けたい」と力強く話しました。

全国3位、喜び報告
カヌースラローム大会

5/29

市教育委員会は、県内で初めて民間プール
を活用した学校水泳授業を実施しました。学校
プール施設の老朽化対策や、水泳授業の質の向
上を図るため、掛川スイミングスクールの長さ
25㍍、幅13㍍のプールを使って、10月まで全
5回の授業を試行的に行います。
授業を受けたのは曽我小学校の全校児童約
180人。同スクールの送迎バスで来館し、午前
中に1～4年生、午後に5～6年生が2時間ずつ
行いました。
授業は各学年ごと、担任教員とインストラ
クター2人が指導。学習指導要領に基づいた内
容で進められ、5年生はビート板や背中が沈ま
ないよう補助する器具を使って基本的な泳ぎの
姿勢を習いました。
同校の田中浩美校長は「3人の目で見ること
で安全性が向上し、指導も充実する」と話しま
した。支配人の石岡隆明さんは「民間企業が学
校教育に協力し地域貢献しているという思い。
学校数を増やすことも視野に入れ、行政と一体
となって実施していきたい」と述べました。

民間の屋内プール
を使って担任教員
やインストラクタ
ーから泳ぎの基本
を学ぶ児童ら

民間プール活用し水泳授業
曽我小がモデル事業

掛川観光協会掛川支部（平野正俊会長）は時の
記念日に合わせ、掛川城御殿で太鼓打ち鳴らし
式を行いました。市民、来場者の皆様に「時の
大切さ」を知ってもらう行事です。
正午の合図に続いて園児ら115人が代わる代
わる大太鼓をたたきました。江戸時代、人々に
時を告げた「報刻の大太鼓」が、令和の新時代
にも城下に響き渡りました。

▲松井市長（右端）に扇型の大皿を手渡
　す鷹森千佳さん（右から2番目）ら

　

掛川東病院（飯田貴之院長）と市は、災害時の
2次救護所開設運営に関す
る協定を結びました。
南海トラフ巨大地震な
どの大規模災害時、初動
時救護所で対応できない
軽症患者や中等症患者な
どの処置を東病院で行う
ことで、災害拠点病院の
中東遠総合医療センター
への負傷者集中を防ぎ、
市民の命を守ります。

5/31 災害時に2次救護所開設
東病院と協定締結

▲協定を締結した松井市長
（左）と飯田院長

5/29 ブロックチェーンで包括連携
情報管理の最新技術で社会実証

市は、仮想通貨にも使われる先進技術「ブロッ
クチェーン」を活用し、行政情報の安全管理や公
共事業の効率化を研究するため、東京都港区のBC
テクノロジー研究所（深田陽子社長）と市役所で包
括連携協定を結びました。
ブロックチェーン
は分散型台帳とも呼
ばれ、データを複数
のコンピューターで
管理し改ざんを防ぐ
仕組み。今後、社会
実証や無人航空機
「ドローン」による
調査などの連携を図
ります。

▲協定を締結した松井市長（左）と
　深田社長（中央）ら

6/15~16

たかし
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市指定有形文化財の「松ヶ岡」にゆかりのある
工芸品が市に寄贈され、山﨑家と交流のあった故
鷹森均一氏の孫、鷹森千佳さんらが松井市長に手
渡しました。
寄贈されたの
は、山﨑家から
譲り受けた、屏
風や掛け軸など
36点。明治天皇
が宿泊時に使用
したとされる扇
型の大皿も含ま
れています。

市ホームページ「広報かけがわ」PDF版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
また、広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。

▲地元住民らが登壇し森林の可能性を探ったパネル討論

▲活動計画や団体などの連携について話し合われた総会

6/14

森林や里山に携わる人々が交流を通じて課
題の解決を考える「森林と市民を結ぶ全国の集
い2019 in 静岡・掛川」（同実行委員会主催）が
倉真地区で開かれ、県内外から約250人が参加
しました。15日には哲学者・内山節さんの基
調講演や地元の若者らによるパネル討論が行わ
れ、参加者は森の新しい価値や社会的な仕組み
づくりなどを考えました。

▲大太鼓を思い切りたたき城下に時を告げる園児ら

6/10

市内の自主防犯活動団体でつくる「安全安
心まちづくり推進協議会」（小林豊代表）の総会
が生涯学習センターで開かれ、約30人が出席
し今後の防犯対策などの情報を共有しました。
松井市長は5月の川崎市殺傷事件にふれ、
「地域や学校、警察、企業、行政などが連携し、
子どもの見守り強化と犯罪抑止向上の対策・対
応を考えていきたい」と語気を強めました。

連携強化で犯罪抑止力向上
安全安心まちづくり総会5/23 松ヶ岡ゆかりの品寄贈

掛け軸など36点

報刻の音、城下に響く
令和初の太鼓打ち鳴らし式

森の新しい価値を考える
全国の集い2019 in 掛川

▲カヌーを前に久保田副市長（右）へ結果を報告する大橋さん

5/30

5月に岡山県で行われたカヌー競技「2019
全国ジュニアスラローム中学生の部」で3位入
賞した大浜中学校3年の大橋響さんが、市役所
で久保田副市長に結果を報告しました。スラ
ロームは、川のコース中に設置されたポールを
通過する技術と所要時間を競う競技。全長361
㌢のカヌーをパドル1本で操ります。大橋さん
は「今後も続けたい」と力強く話しました。

全国3位、喜び報告
カヌースラローム大会

5/29

市教育委員会は、県内で初めて民間プール
を活用した学校水泳授業を実施しました。学校
プール施設の老朽化対策や、水泳授業の質の向
上を図るため、掛川スイミングスクールの長さ
25㍍、幅13㍍のプールを使って、10月まで全
5回の授業を試行的に行います。
授業を受けたのは曽我小学校の全校児童約
180人。同スクールの送迎バスで来館し、午前
中に1～4年生、午後に5～6年生が2時間ずつ
行いました。
授業は各学年ごと、担任教員とインストラ
クター2人が指導。学習指導要領に基づいた内
容で進められ、5年生はビート板や背中が沈ま
ないよう補助する器具を使って基本的な泳ぎの
姿勢を習いました。
同校の田中浩美校長は「3人の目で見ること
で安全性が向上し、指導も充実する」と話しま
した。支配人の石岡隆明さんは「民間企業が学
校教育に協力し地域貢献しているという思い。
学校数を増やすことも視野に入れ、行政と一体
となって実施していきたい」と述べました。

民間の屋内プール
を使って担任教員
やインストラクタ
ーから泳ぎの基本
を学ぶ児童ら

民間プール活用し水泳授業
曽我小がモデル事業

掛川観光協会掛川支部（平野正俊会長）は時の
記念日に合わせ、掛川城御殿で太鼓打ち鳴らし
式を行いました。市民、来場者の皆様に「時の
大切さ」を知ってもらう行事です。
正午の合図に続いて園児ら115人が代わる代
わる大太鼓をたたきました。江戸時代、人々に
時を告げた「報刻の大太鼓」が、令和の新時代
にも城下に響き渡りました。

▲松井市長（右端）に扇型の大皿を手渡
　す鷹森千佳さん（右から2番目）ら

　

掛川東病院（飯田貴之院長）と市は、災害時の
2次救護所開設運営に関す
る協定を結びました。
南海トラフ巨大地震な
どの大規模災害時、初動
時救護所で対応できない
軽症患者や中等症患者な
どの処置を東病院で行う
ことで、災害拠点病院の
中東遠総合医療センター
への負傷者集中を防ぎ、
市民の命を守ります。

5/31 災害時に2次救護所開設
東病院と協定締結

▲協定を締結した松井市長
（左）と飯田院長

5/29 ブロックチェーンで包括連携
情報管理の最新技術で社会実証

市は、仮想通貨にも使われる先進技術「ブロッ
クチェーン」を活用し、行政情報の安全管理や公
共事業の効率化を研究するため、東京都港区のBC
テクノロジー研究所（深田陽子社長）と市役所で包
括連携協定を結びました。
ブロックチェーン
は分散型台帳とも呼
ばれ、データを複数
のコンピューターで
管理し改ざんを防ぐ
仕組み。今後、社会
実証や無人航空機
「ドローン」による
調査などの連携を図
ります。

▲協定を締結した松井市長（左）と
　深田社長（中央）ら

6/15~16

たかし
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ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
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と　き　7/16（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。
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▲小野田工場長（右）が工場を詳しく案内してくれました。

ラグビーワールドカップ2019TMまであと81日

問スポーツ振興課（☎21-1159）

問スポーツ振興課（☎21-1159）

エコパスタジアム出場チーム紹介
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東山口地区
ダイオ化成㈱掛川工場
自然への感謝が生む
環境にも利用者にも配慮した真心ネット

つ
い
に
エ
ア
コ
ン
が
市
内
小
中
学

校
な
ど
で
一
斉
に
使
用
開
始
し
ま
し

た
。
今
は
夏
の
猛
暑
が
際
立
ち
、
気

象
庁
も
災
害
級
と
表
現
す
る
ほ
ど
で

す
が
、
私
が
小
学
生
だ
っ
た
約
30
年

前
は
、
夏
の
暑
さ
よ
り
も
冬
の
寒
さ

対
策
に
ス
ト
ー
ブ
を
欲
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
異
常
気
象
を
も

た
ら
す
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は

「
待
っ
た
な
し
」
だ
と
い
う
こ
と

を
、
エ
ア
コ
ン
使
用
開
始
式
の
取
材

で
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

積
小
為
大
。
出
来
る
こ
と
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
実
践
し
て
い
き
ま
す
!  

（
湯
）

ダ
イ
オ
化
成
掛
川
工
場
は
、
平
成
10

年
創
業
の
従
業
員
43
人
の
事
業
所
。
主

に
農
業
・
産
業
用
資
材
の
遮
光
・
防
風
・

防
虫
・
防
獣
用
ネ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
糸
か
ら
製
品
ま
で
一
貫
し
た
生

産
体
制
で
品
質
の
安
定
を
実
現
。
1
日

約
10
㌧
の
糸
か
ら
数
万
㍍
の
ネ
ッ
ト
を

作
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
中
央
区
の
本

社
は
昭
和
31
年
設
立
。
国
内
で
初
め
て

合
成
繊
維
の
住
宅
用
防
虫
網
や
防
風
網

を
製
品
化
し
、
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

「
将
来
に
渡
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た

製
品
を
作
り
た
い
」
と
話
す
の
は
小
野

田
光
秀
工
場
長
。
生
物
の
分
解
で
土
に

返
る
製
品
や
、
減
農
薬
で
生
態
系
を
保

全
す
る
製
品
な
ど
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
要
望
も
積
極
的
に
製
品
化
。

軽
量
化
し
て
農
家
の
作
業
軽
減
を
図
っ

た
り
、
電
流
の
流
れ
る
金
属
を
ネ
ッ
ト

に
編
み
込
ん
で
防
獣
強
化
に
貢
献
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

「
太
陽
や
虫
な
ど
の
お
か
げ
で
製
品

が
必
要
と
さ
れ
る
」
と
小
野
田
工
場
長
。

「
自
然
へ
の
感
謝
を
製
品
を
通
じ
て
恩

返
し
す
る
こ
と
が
使
命
」
と
目
を
細
め

ま
す
。
精
一
杯
の
真
心
を
込
め
た
、
環

境
に
も
利
用
者
に
も
優
し
い
掛
川
産

ネ
ッ
ト
が
、
今
夏
も
全
国
各
地
の
人
々

の
生
活
を
守
り
ま
す
。

大会公式サイト
rugbyworldcup.com

（横須賀）

日本旅のペンクラブ賞受賞　横須賀らしさ後世へ

体
現
し
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
観
光
協

会
や
横
須
賀
高
校
な
ど
、
多
く
の
仲

間
た
ち
と
と
も
に
活
動
を
続
け
て
き

た
竹
内
さ
ん
は
、
横
須
賀
高
校
と
池

新
田
高
校
（
御
前
崎
市
）
の
統
合
に

つ
い
て
、
「
同
校
は
地
域
に
根
付
い

て
い
て
、
ま
ち
に
と
っ
て
切
っ
て
も

切
れ
な
い
存
在
。
今
回
の
受
賞
が
高

校
存
続
の
後
押
し
に
な
れ
ば
」
と
思

い
を
込
め
ま
す
。
横
須
賀
の
今
後
に

も
「
横
須
賀
は
祭
り
の
ま
ち
。
祭
り

の
こ
と
な
ら
横
須
賀
と
言
わ
れ
る
ま

ち
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
」
と
話

し
、
続
け
て
「
若
い
衆
が
、
自
分
た

ち
の
や
り
方
で
ま
ち
の
た
め
に
活
動

し
て
く
れ
れ
ば
」
と
ま
ち
の
次
代
を

担
う
若
者
た
ち
に
期
待
を
寄
せ
ま

す
。地

元
を
愛
す
る
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
結
び
つ
き
、
今
後
も
横
須

賀
の
伝
統
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
す
。

竹内誠人さん遠州横須賀倶楽部代表

の祭り好きの竹内さんは、休
みには仲間たちと日本全国の

祭りを見に行きます。その回数は年
に4、5回。祭りのためなら、東北や
四国まで足を運ぶのも苦ではないと
話します。現地の祭り好きと意気投
合し、今も欠かさず連絡を取るつな
がりも多数。秋田県の角舘、千葉県
の佐原、愛媛県の新居浜の祭りがお
気に入りといいます。

大

映画「インビクタス」でも描かれたように、国内
の混乱を超え、自国開催の1995年に初優勝を
果たす奇跡的なストーリーをもつチーム。
2015年に日本にジャイアントキリングを許すこ
ととなったが、同大会3位の成績を残している。
※ジャイアントキリング=下位の者が上位の者を負かすこと。

南アフリカ/SOUTH  AFRICA

　　　　　　　　　過去優勝2回の
“ラグビージャイアント"

サッカーの国のイメージだが、ラグビー熱も決
して低くない。「アズーリ」のニックネームで呼
ばれているチームは、その名の青色ジャー
ジーでパワフルなプレーを見せる。南アフリカ
には過去12戦全敗していたが、2016年に初勝
利し金星を挙げている。

イタリア/ITALY
　　　　　　　　　サッカーだけではない!
狙うのは初のベスト810/4

（金）
18：45

「
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
受
賞
。

地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
」

と
語
る
の
は
、
横
須
賀
地
区
で
ま
ち

お
こ
し
に
30
年
以
上
取
り
組
む
「
遠

州
横
須
賀
倶
楽
部
」
の
代
表
、
竹
内

誠
人
さ
ん
。
同
倶
楽
部
は
5
月
16

日
、
作
家
や
俳
人
な
ど
の
旅
行
愛
好

者
で
組
織
す
る
「
日
本
旅
の
ペ
ン
ク

ラ
ブ
」
（
東
京
都
）
が
、
旅
文
化
向

上
へ
の
貢
献
を
た
た
え
る
た
め
昭
和

47
年
か
ら
続
け
て
い
る
「
日
本
旅
の

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

設
立
は
昭
和
62
年
。
隣
町
へ
の
大

型
商
業
施
設
の
進
出
に
危
機
感
を

も
っ
た
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
約

40
人
が
集
ま
り
、
ま
ち
に
残
さ
れ
て

い
る
資
源
の
価
値
を
再
確
認
。
「
遠

州
横
須
賀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
合
言
葉

に
、
本
物
志
向
で
横
須
賀
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

横
須
賀
街
道
の
街
並
み
を
ま
る
ご
と

美
術
館
化
す
る
「
ち
っ
ち
ゃ
な
文
化

展
」
は
倶
楽
部
の
方
針
を
さ
な
が
ら

▲来場者にのぼり旗を披露する中高生ら

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
ま
で
残
り

1
0
0
日
を
切
っ
た
6
月
15
日
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
掛
川
駅
前
の
中
心
市
街

地
で
開
か
れ
、
県
内
で
試
合
を
す
る
8
チ
ー
ム
を
歓
迎
・

応
援
す
る
の
ぼ
り
旗
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

の
ぼ
り
旗
は
、
中
学
校
区
単
位
で
決
め
ら
れ
た
チ
ー
ム

を
歓
迎
・
応
援
す
る
た
め
、
掛
川
市
お
も
て
な
し
委
員
会

が
地
元
中
学
生
や
高
校
生
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
小
中

学
校
で
ク
ラ
ス
投
票
し
原
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
松
井
市
長
か
ら

考
案
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
掛
川

駅
周
辺
や
市
内
各
地
で
歓
迎
・
応
援
の
お
も
て
な
し
や
機

運
醸
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
表
彰
者
　▽
日
本
　橋
本
陽
向
（
掛
川
東
高
1
年
）
▽

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
　永
井
佑
哉
（
東
中
3
年
）
▽
南
ア
フ
リ
カ
　中

島
妃
菜
（
城
東
中
2
年
）
・
菅
谷
真
未
（
大
浜
中
3
年
）
▽
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
　宮
内
萌
愛
（
北
中
2
年
）
▽
イ
タ
リ
ア
　富
田

悠
市
（
栄
川
中
2
年
）
・
土
屋
結
（
原
野
谷
中
3
年
）
▽
ロ
シ
ア

　戸
塚
真
莉
奈
（
大
須
賀
中
3
年
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　岩
辺

紗
希
（
桜
が
丘
中
3
年
）
▽
ジ
ョ
ー
ジ
ア
　内
田
真
桜
（
西
中
1

年
）
　※
敬
称
略
・
学
年
は
昨
年
度
の
募
集
当
時

歓迎・応援のぼり旗お披露目　考案者を表彰

ひ

も

ゆ
う
い
ち

あ

ま
お

な
た

ラグビー
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が
、
今
夏
も
全
国
各
地
の
人
々

の
生
活
を
守
り
ま
す
。

大会公式サイト
rugbyworldcup.com

（横須賀）

日本旅のペンクラブ賞受賞　横須賀らしさ後世へ

体
現
し
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
観
光
協

会
や
横
須
賀
高
校
な
ど
、
多
く
の
仲

間
た
ち
と
と
も
に
活
動
を
続
け
て
き

た
竹
内
さ
ん
は
、
横
須
賀
高
校
と
池

新
田
高
校
（
御
前
崎
市
）
の
統
合
に

つ
い
て
、
「
同
校
は
地
域
に
根
付
い

て
い
て
、
ま
ち
に
と
っ
て
切
っ
て
も

切
れ
な
い
存
在
。
今
回
の
受
賞
が
高

校
存
続
の
後
押
し
に
な
れ
ば
」
と
思

い
を
込
め
ま
す
。
横
須
賀
の
今
後
に

も
「
横
須
賀
は
祭
り
の
ま
ち
。
祭
り

の
こ
と
な
ら
横
須
賀
と
言
わ
れ
る
ま

ち
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
」
と
話

し
、
続
け
て
「
若
い
衆
が
、
自
分
た

ち
の
や
り
方
で
ま
ち
の
た
め
に
活
動

し
て
く
れ
れ
ば
」
と
ま
ち
の
次
代
を

担
う
若
者
た
ち
に
期
待
を
寄
せ
ま

す
。地

元
を
愛
す
る
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
結
び
つ
き
、
今
後
も
横
須

賀
の
伝
統
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
す
。

竹内誠人さん遠州横須賀倶楽部代表

の祭り好きの竹内さんは、休
みには仲間たちと日本全国の

祭りを見に行きます。その回数は年
に4、5回。祭りのためなら、東北や
四国まで足を運ぶのも苦ではないと
話します。現地の祭り好きと意気投
合し、今も欠かさず連絡を取るつな
がりも多数。秋田県の角舘、千葉県
の佐原、愛媛県の新居浜の祭りがお
気に入りといいます。

大

映画「インビクタス」でも描かれたように、国内
の混乱を超え、自国開催の1995年に初優勝を
果たす奇跡的なストーリーをもつチーム。
2015年に日本にジャイアントキリングを許すこ
ととなったが、同大会3位の成績を残している。
※ジャイアントキリング=下位の者が上位の者を負かすこと。

南アフリカ/SOUTH  AFRICA

　　　　　　　　　過去優勝2回の
“ラグビージャイアント"

サッカーの国のイメージだが、ラグビー熱も決
して低くない。「アズーリ」のニックネームで呼
ばれているチームは、その名の青色ジャー
ジーでパワフルなプレーを見せる。南アフリカ
には過去12戦全敗していたが、2016年に初勝
利し金星を挙げている。

イタリア/ITALY
　　　　　　　　　サッカーだけではない!
狙うのは初のベスト810/4

（金）
18：45

「
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
受
賞
。

地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
う
れ
し
い
」

と
語
る
の
は
、
横
須
賀
地
区
で
ま
ち

お
こ
し
に
30
年
以
上
取
り
組
む
「
遠

州
横
須
賀
倶
楽
部
」
の
代
表
、
竹
内

誠
人
さ
ん
。
同
倶
楽
部
は
5
月
16

日
、
作
家
や
俳
人
な
ど
の
旅
行
愛
好

者
で
組
織
す
る
「
日
本
旅
の
ペ
ン
ク

ラ
ブ
」
（
東
京
都
）
が
、
旅
文
化
向

上
へ
の
貢
献
を
た
た
え
る
た
め
昭
和

47
年
か
ら
続
け
て
い
る
「
日
本
旅
の

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

設
立
は
昭
和
62
年
。
隣
町
へ
の
大

型
商
業
施
設
の
進
出
に
危
機
感
を

も
っ
た
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
約

40
人
が
集
ま
り
、
ま
ち
に
残
さ
れ
て

い
る
資
源
の
価
値
を
再
確
認
。
「
遠

州
横
須
賀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
合
言
葉

に
、
本
物
志
向
で
横
須
賀
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

横
須
賀
街
道
の
街
並
み
を
ま
る
ご
と

美
術
館
化
す
る
「
ち
っ
ち
ゃ
な
文
化

展
」
は
倶
楽
部
の
方
針
を
さ
な
が
ら

▲来場者にのぼり旗を披露する中高生ら

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
ま
で
残
り

1
0
0
日
を
切
っ
た
6
月
15
日
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
掛
川
駅
前
の
中
心
市
街

地
で
開
か
れ
、
県
内
で
試
合
を
す
る
8
チ
ー
ム
を
歓
迎
・

応
援
す
る
の
ぼ
り
旗
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

の
ぼ
り
旗
は
、
中
学
校
区
単
位
で
決
め
ら
れ
た
チ
ー
ム

を
歓
迎
・
応
援
す
る
た
め
、
掛
川
市
お
も
て
な
し
委
員
会

が
地
元
中
学
生
や
高
校
生
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
小
中

学
校
で
ク
ラ
ス
投
票
し
原
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
松
井
市
長
か
ら

考
案
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
掛
川

駅
周
辺
や
市
内
各
地
で
歓
迎
・
応
援
の
お
も
て
な
し
や
機

運
醸
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
表
彰
者
　▽
日
本
　橋
本
陽
向
（
掛
川
東
高
1
年
）
▽

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
　永
井
佑
哉
（
東
中
3
年
）
▽
南
ア
フ
リ
カ
　中

島
妃
菜
（
城
東
中
2
年
）
・
菅
谷
真
未
（
大
浜
中
3
年
）
▽
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
　宮
内
萌
愛
（
北
中
2
年
）
▽
イ
タ
リ
ア
　富
田

悠
市
（
栄
川
中
2
年
）
・
土
屋
結
（
原
野
谷
中
3
年
）
▽
ロ
シ
ア

　戸
塚
真
莉
奈
（
大
須
賀
中
3
年
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　岩
辺

紗
希
（
桜
が
丘
中
3
年
）
▽
ジ
ョ
ー
ジ
ア
　内
田
真
桜
（
西
中
1

年
）
　※
敬
称
略
・
学
年
は
昨
年
度
の
募
集
当
時

歓迎・応援のぼり旗お披露目　考案者を表彰

ひ

も

ゆ
う
い
ち

あ

ま
お

な
た

ラグビー
ワールドカップ2019
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「パナソニックの住まいパートナーズ」登録店

ＭＧプラン

掛川市中 5500

0537-29-6255
info@mgplan.jp

ＬＩＦＥＬＡＢＥＬフランチャイズ契約店

災害にも強い！ 停電時も安心の
フルバックアップシステム搭載！！

DJI ドローン
取扱店

太陽光、住宅、蓄電池、エコキュート
ドローンのことならおまかせ下さい！

株式会社

広
報
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元
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「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
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リ
ー
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購
入
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適
合
再
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利
用
し
て
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ま
す
。
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